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動作の客体を意味す る名詞

三 項 の 文

これ まで三項 の文 を分析す るにあたっては 「主語一被一補語一 述語」の

公式 と して研究 して きた。た とえぽ,地 写給姫姑母的信是被大衆都看 了(丁

玲選集,12)客 体 の名詞 「信」は主語,主 体 の 名詞 「大衆 」は 補語 とみ な

して きたが,こ の分析は正 しいだ ろ うか。

周知 の よ うに 「主語一 述語一補 語」 の型 の文 の主語決定規 準 と して,通
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常は主語が述語の前 にあ ると考 え られ た。 しか し,こ うい う規準が まった く

正 しい とはいえない。

中国語の能動態動詞文 におけ る 主語決定の 規 準は,な に よ りも 主動者

(動作 の主体)と,そ の述語 との関係に よる直接 の位 置(他 動詞 ゐ ときは前,
く　 　

自動詞 の ときは前 または後)と の相互 関係 を考えねばな らない。

動詞 の前 あ るいは動詞 の後にあ る名詞 と動詞 との結合は,主 語 と述語 と

の結合の ように補助詞 な しでで きる。 も し主語 と述語の間に名詞 がは さまる

とすれ ば,そ の前には必ず補助詞が あ り,こ れがあ るため,そ の後に おかれ

る名詞 は主語 となれ ない。主語 と述語 の間 の直接の結合は,た とえそ の間に

新 らしい名詞 を導 き入れ るに して も補助詞に よって保 たれ る。 た とえば,

我和他説話(こ のばあい 「和」 とい う前置詞が 「他」の前に あ り,主 語'

と述語 の間には さまってい る)

我用石美蓋房子(「 用」 とい う補助 詞は 「石 芙」 とい う名詞の前に あ る)

我給他叉了(名 詞 「他」 の前に前 置詞 「給」が あ る)

これ らの文では主語 と述語 の間に各種 の補語が補助詞 のたす けをか りて

挿入 されて いるに もかかわ らず,主 語 と述語は直接むす びつ いている(こ の

ぼあいは動作 の主体 と動作 との結合)。

受動態文 では述語 の前に おかれた動作 の主体た る名詞 の前に 「被」が く

る。 これは動作 の主体 た る名詞が主語ではな く,動 作 の客体た る他 の名詞 が

主語だ とい うことであ る。

「被」 を文 中に入れて も主 語 と述語 の直接 の結合は妨げ られない。 しか

し同 じところへおかれ る他 のすべて の 補 助詞 とちが って,「 被」がつ くと本

質的に主語 の内容がかわ る。 このぼあい 「被」 は動作 の客 体 と関連 し,主 動
く　

者(動 作 の主体)と は関わ りがない。

(59)詳 細はエ ヌ ・ヴェ ・ソー ソツェ ワ,中 国語 動詞交に おけ る主語決定 の規 準,

31頁 をみ よ。

(60)し たが って,こ の種 の文 では主語 の規準 のひ とつが変わ る。つ ま り主語 は動

作 の主動者 と関連 しな くて動作 の客体 に関連す る(主 語 と述語 の直接的結合 の規

準は保 たれ てい る)。
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したが って三項 の受動態文 を分析す れぽ 「主語一被一補 語一述語」 とい

う公式に な らねばな らない。

主語 と述語の間に 各種 の 補助詞が 入 る能動態 の 三項文 と くらべ る と,

「被」は これ らの補助詞 とおな じく,そ の後に おかれ る 名詞 に よって条件づ

け られ るとい うことをみ とめねば な らない。 しか し 「被」はそれ らの補助詞
　 ラ

と異 な り,主 語 とな る名詞 とむすびつ く,な ぜ な ら 「被 」のつ いた とき主語

の内容がかわ るか らであ る。動作 の主体 た る名詞が ない二項 の受動態文が あ

る とい うことは,な に よ りも 「被」が主語 とな る客体の名詞 蓼結合す る こと

を しめ してい る。

二 項 の 文

呂叔湘 ・朱徳煕の 「語法修辞講話」には,「 被」のつ く文 を 使用す るに
く　

は 制 限 の あ る こ とを述 べ てい るが,そ れ と同時 に 最近 で は か な り自由に 用 い

られ る よ うに な った と もい っ てい る。 著 者 は多 くの例 を あげ て,「 被 」 が な

ん の根 拠 もな く用 い られ てお り,と り去 って差 支 え ない とい う意 見 を述 べ,

と くに 二項 の文 で は 「被 」 を お くこ とに反 対 してい る。 た とえ ば,

碗 打 破 了

信写 好 了

しか し,そ の他 の多 くの 二項 の文 で は 「被 」 は 必要 だ と して い る。

几童 椚被組 織 起 来 了

当他 迭到 美 国海 岸 吋,被 拒 絶 登 隣

著 者 は この ふ た つ の文 に 「被 」 をお く必 要 が な い と し,こ れ が な い と文

の意 味 が反 対 に な って,主 語 の客 体 が 動 作 の主 体 に な る(「 被 」 が な い と能

動 態 に な る)と い って い る。

(61)能 動態文では 「被+名 詞(述 語の前にある)」とい う結合は状語 とみなされ る

こともある。 しか し 「被」が主語 と結合 していることはそ うい う解釈の根拠には

ならない。

(62)呂 叔湘,朱 徳煕,語 法修辞講話,117-121頁 。
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く　　ラ

文裕 の 「被につ いて」には同 じ考 えがあ る。以上の人 々の意 見に よる と

「被」が不要か,あ るいは 普通はおかれ ることのない 二項 の文に おいて動作

の客体 となる名詞は非活動体で あ る。 「被」 のつ く文 では客体 の名詞は必ず

活動体で ある。 こ うして 「被」は活動 体名詞 のぼあいには要 る ことにな る。
(64)

なぜ な らそれには主体 と客体 の二つ の意味があ るためであ る。非活動 体名詞

の ときに は 「被 」がない,と い うのは,そ れ には客体 以外 の意味がないか ら

であ る。

活動 体名詞が主語 となる二項 の文 を し らべ てみ よう。

他被感幼了(巴 金,家,50)

几介有名的医生被請来了(巴 金}家,288)

鳴夙被喚到太太 底面前(巴 金,家,199)

これ らの文で主語に なってい る単語 は動詞 の動作 の客体 であ る。 これ ら

主語 にな ってい る単語 を動 詞の動作 の主体 とす るには 「被」 を と り去れば充

分 であ る。実際,あ るぽあいに(た とえば状 態文(訳 注:動 詞 が他動詞で動

作 の主動 者が欠け てい る文,た とえぽ迭 ケ飯不能吃 》で)こ れ らの単語は客

体 の意味 を もて るが,「 被」 に よってのみ 主語の一定の意味(客 体 の意味)
や

はつ よ く,固 定 した もの とな る。 も しも 「被」がな くて主語におけ る主体 と

客体 の意味が語法的に対比 されず コ ソテ クス トでわか るもの とすれば,「 被」

は この対 比を明 らかにす る。

「被 」はそ の存在に よって 主語 とな る名詞 あ るいは代名詞が,動 きを も

つ動作 の主体 と して動詞 と関連す るのではな く,動 きを もつ動作 の客体 と し

て関連 し(あ るいはそれ を固定化)す る(名 詞 あ るいは代名詞のため語 法的

に客体的意味 を確実にす るもの とな って)。

以上に よって,活 動 体名詞のあ る文では 「被」を必ず 用いねぽ な らない

ことがわか る。 しか し非活動体 名詞 があ り,そ れが主語 のはた らきを してい

(63)語 文 学 習,1951,第2号e

(64)ア ・ア ・シ ャ フ マ トフ,ロ シ ヤ語 統 辞 論 か ら,一 《現 代 ロ シ ヤ語 に か ん す

る シ ャ フ マ トフの論 文 か ら 》,モ ス ク ワ,1952,95頁 。
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る文 に 「被」 のあ ることは ど う説 明 した らよいのか。 この型 の文は現代 中国

語で は非常に広 く用い られ てい る。 た とえぽ,

粉紅 色的云片被沖升 了(霧 雨電,12)

他底幻夢被打破了(巴 金,家,27)

他1門底秘密依 旧被保守着(巴 金,家,4)

老婿婿 的腿也被炸断(魏 魏,78)

上に あげた例 では非活動体名詞が主語 とな ってお り,そ れは後につづ く

動詞 の動 作の客体 になれ るだけであ る。 これ らの文 で名詞が動詞の客体 と し

てむす びついてい ることは,「 被」がな くて も明 らかであ る。 したが って こ

れ らの文では名詞 が動作 の客体であ る ことを示す ため 「被」が必須であ ると

は思われ ない。

この よ うな文章に 「被」 を用い るのは,非 活動体 名詞が主語 とな りなが

ら 「被」 のない二項 の文型が,現 代 中国語には他 に もあ ることか らい よい よ

もって理解 しに くい。

我椚底事情決定 了(巴 金,家,251)

丙頁紙已経寓完了(巴 金,家,194)

茶碗撰 芥了(巴 金,家,124)

これ らの文の動 詞は他動詞で,そ の前にあ る名詞 はそ の動詞 の動作 の客

体で あ る。

この種 の文は常に中国語学者 の注意 をひいて きた。

多 くの研 究家は この文 を意味上 の受身(nO朋TH触 曲naccvaB)と み な し
く　の

て い る。 「被 」 を と も な う二 項 の 文 と,意 味 上 受 身 り 二 項 の 文 を 比 較 し て,

学 者 は 「被 」 使 用 の 任 意 性 の 結 論 に 達 し て い る。

(65)王 力,中 国語法理論;イ ・エ ム ・アシャー ニ ソ.中 国語動詞 の意味範疇,モ

ス クワ,1945,Nα1,44頁;エ ヌ ・エ ヌ ・カロー トコフ,中 国語 におけ る文 の発

展段階性 と動詞 区分 の方法,博 士候 補論文(タ イ プライター),モ ス ク ワ,1946,

15頁:エ ヌ ・エ ヌ ・カロー トコフ,歴 史的 シ ンタ ックス(タ イ プ ライ ター),モ

ス クワ,1947,317頁 。
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われわれは上述の二項の文を特殊な動詞文の型たる状態文に関連づけよ
く　の

う。ふつ うはそ の主語に なってい るのは非活動体 名詞で ある。活動 体名詞が

主語 として用い られ ることはめ ったにない。た とえば,

土 匪消天了

我 曾経有一 ケ小兄弟是三歩上死的就葬在迭多下(魯 迅,23)

これ らの文 で活動体 名詞は動作 の客体 も主体 も意味す る。

この よ うな例 は少ない,非 活動体が主語にな ってい る状態文が依然 とし

て大多数で ある。 しか しこれ ら個 々の例は,ま さに次 の こと,つ ま り一般的

に い って これ らの文 の主語 に とっては,そ れ が活動体か 非活動 体か,そ れ が

後につづ く他動詞 の動作 の主体か客体かは意味を もたない とい うことを証明

してい る。

それは状態文 とい うものが主語 を しめす物 の状態表現 を特徴づけ る文で

あ る以上 自明の ことであ る。状態文は動作 の主体 も容体 も主語に なれ る繋詞

文 を思 わせ る。

「被」 をと もな う二項 の文につい ていえば,主 語 の容体 的性質は語法的

に明 らかであ り,「 被」に よ り形態化 され てい る。 ここに 「被 」を ともな う

文 と状態文 との主 な違 いがあ る。

したが って 「被」 をと もな う二項 の文で,非 活動 体名詞 が主語 にな って

い る とき,「 被」は主語の容 体的意味 を語法 的に 確実にす る もの とみなす こ

とがで きる。

二つ の文型 間の基本 的差異 と,そ れに また相異 な る二つ の文型があ ると

い うこと,そ れ 自体が(そ の うちのひ とつには 「被」が 用 い られ る)「 被」

の任意性 とい う問題 を と り除 くことは疑 いが ない。

上述の よ うに 中国の学者 には,主 語 とな る非活動 体名詞 のあ る二項 の文

に 「被」 をお くことに反対す る もの もいる。 その意見に よると,「 被」は最

(66)こ の交 を くわ し くしらべ るにはエ ヌ ・ヴ ェ ・ソー ンツ ェワの 「中国語に おけ

る動詞文 の主語規定 の規準」 を見 よ。
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初r遭 受 」の意味だか ら常に 「不愉快」 な色彩があ る。非活動体には不愉快

のあ るわけがないか ら,非 活動体名詞 が主語 とな ってい る文で 「被 」は用 い

られない。
(67)

王力教授 は この考 えを再三述べてい る。

しか し 「被 」の使用につ き,こ の よ うな解釈 を下す ことには一再 な らず
(68)

批 判 がむ け られ て い る。

「被 」 に は ど うして も 「不愉 快 」 の 観 念 が つ き ま とっ て い る とい うこ と

に な る と,非 活 動 体 名詞 は 三項 の文 で も 用 い られ な いだ ろ う。 しか しな が

ら,こ うい う例 が ひ ろ くみ られ る こ とは 「不愉 快 論 」 者 さ えみ とめ て い るの
(69)

であ る。

「被」 の使 用はそ の語法化 の道を 規 定 した本来 の 意味 に よって説 明され

ることは疑 いないo

われわれ の 観点では,「 被 」の使用は 「不愉快 」の観念 とむす びつけ る

べ きでは な く,主 語 として用い られ てい る名詞の性質 とむす びつけ るべ きも

のであ る。

古い文献 を し らべ る としご く明 らかで あるが,中 国語発展の全過程 を と

お して,「 被」 をと もな う文 では 活動 体名詞が主語 として 用い られ て きた と
(70)

い う特徴 があ る。
(71)

補助詞 と しての 「被」が 中国語に存在 した第一期(紀 元前4世 紀一二世

紀)に よって証 明 され るが,「 被」は活動体 名詞 とだけ しか 用い られ なか っ

た。

(67)王 力,中 国語 法理論,176頁;王 力,双 語史稿,419-437。

(68)劉 世儒,被 動式的起源,32頁 。

(69)碗 被人打破(呂 叔 湘,朱 徳 照,語 法修辞 講話,117頁 。

(70)王 力教授.呂 叔 湘,朱 徳 煕教授 は主語にた いす る関係か らい って,不 利 あ る

い は望 ま しくない行為が あ るば あいにのみ受身 は可能な りと して,間 接 に 「被 」

を ともな う文 におけ る主語 の特徴 を指摘 してい る(な ぜ な らなん らか の不利 あ る

い は望 ま し くない ものを感 じるのは活動体に限 るか らで あ る)。

(71)王 力,波 語史稿,419-437頁 。
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多 くのばあい 活動体 は 人間で あ ったが,い つ もそ うだ った わけではな

いo

た とえぽ,国 一 日被攻 …(戦 国策)こ のばあい 「国」は活動体 であ る。

なぜか とい うと後に くる動作 との関係 上,こ の言葉は主体あ るいは客体を意

味す るふたつの面を もち うるか らで あ る。 したが って,こ の例文 には 「被」
く　 ラ

をおけ る。

「被」が補助成分 と して存在 した第二期(4-5世 紀),つ ま り 「被」 と

動詞 との間に 動作 の 主体 を 意味す る言葉が 用い られは じめた時期 も,ま た

「被」を ともな う文 の 主語 にな った のは 活動体 名詞 だけだ った ことを証 明 し

てい る。た とえぽ 「世説新語」には 「被 」を ともな う文で,非 活動 体が主語

にな ってい るものは ない。主語 として用い られ てい るのは,固 有 名詞,人 称

代名詞,あ るいは 人 間をあ らわす名詞(主 語省略の とき,「 被」 とむすびつ

いた動 詞は活動体 た る人間につ いてな された動作 を意味す る)で あ る。

非活動 体が主語 と して用 い られは じめたのは唐 の時代(618-907)で,

「被」 を ともな う文 の発展 の第三期 にあた る。 このば あい 主語 にな る非活動

体は,通 常三項 の文 だけに用い られた。た とえば,

皮袋被 賊盗去(朝 野倉載)

これ以後の文献では非活動 体が 「被 」を ともな う文で主導的地位 を しめ

てい る。

活動 体あ るいは非活動体が 主語 とな りなが ら,「 被」 を ともな う文を表

に して次にかかげ てみ よ う。

この表に よって 明 らかな ことは,「 被」 を ともな う文 では(基 本 的に は

三項 の文)し ば しぼ活動 体を示す言葉が用い られ てい ることであ る。

二項 の文では非活動 体を示す 言葉 はほ とん ど略 され,現 代 語の二項 の文

(72)受 身の文ではその他の補助詞 とともに,ふ つ うは活動体名詞 も用いられ るこ

とは興味がある。 た とえば当時のものとして補助詞 の 「見」 「カ」が用い られ て
いる次の例文を見 よ。

妻子力獄(左 傳,紀 元前4世 紀);君 子何知其将見死(孟 子,紀 元前4世 紀)
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テ キ ス ト

傳

義

記

傳

夢

品

演

雄

三作

濤

志

游

英

楼

国

女

代

水

三

西

見

紅

現

二 項 の 文

轡 体器携璽 籍
20

41

3

2

3

166

1

5

1

1

104

三 項 の 文

活動体の 非活動体主 語
の 主 語

101

85

87

34

46

224

28

19

19

19

20

216

総 計

150

150

110

55

70

710

においてのみ主語 として非活動体 を示す言葉が広 く用い られは じめてい る。

主語 とな ってい る名詞(活 動体 と非活動体)の 性質に よって受身の特徴

を規定 しよ うとす る試 みは各種 の言語 にか んす る一連の研 究にみ られ る。

た とえば,日 本語 では活動体 を示す言葉が主語 と して用 い られ る特徴 が

あ る。

エ ヌ ・イ ・コ ソラ ッ ドは 「中国語 と日本語」で,「 日本語で 非活動体が

くゆ

主語にな る受動態 の述語構造が ひろ く発 達 した」 のは,ご く最近 の ことで あ

る とい ってい る。

ロシヤ語では反対 の現象がみ られ る。 「非 活動体 は人間 よ りもず っ と自

　 　

由に受動態 の主語 と して用 い られ る。」

ロシヤ語で受動態文に非活動 体が多 く用 い られ ることは,再 帰代 名詞 の

《ce6fi》か ら発生 した 《-Cfi>>とい う態 を しめす補助成分 の本来 の意味に よっ

て説 明 され る。 ロシヤ語では発展 の論理 が正反対で ある。活動 体の単 語を と

もな う《-Cfi》はなに よりも動作 の再 帰性 を もつだけに,活 動 体の単語 が受動

態文に あ らわれ るとい うことは本性 に合わ ない。それで非活動 体の単語が,
くゆ

このばあい さ らに重要 な地位 を しめ ることにな る。

非活動 体を主語 とす る 「被」 を ともな う二項 の文が数量 的に増大 した こ

(73)「 東 洋 学 研 究 所 学 術 論 叢 」,第4巻,モ ス ク ワ,1952,2(F21頁 。

(74)「 ロ シ ヤ語 文 法 ⊥ 第1巻,416-417頁 。

(75)ア 。ア ・シ ャ フ マ ー トフ,ロ シ ヤ語 の統 辞 論 か ら,95頁 。
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とは,次 の ことを証 明 してい る。つ ま り中国語におけ る受 身の使用範 囲がひ

ろが った ことで,そ れは部分的には アナ ロジーの法則の影響を うけ,ま た部

分 的に(若 干 の中国の言語学者 が これ をみ とめてい る)受 動態文 の主語に非

活動体 の単語が非常にひ ろ く用 い られ てい る外国語の翻訳 の影響 を うけ てい

るためで あ る。

主語 のために客体の意 味を確実 にす るは

た らきをす る 「被」 とその動詞 との結合

すでにみた よ うに 「被」は主語 の後に あって一種 の客体の意味 を確実 に

す る もの となるが,こ の ことは主語 とな る事物が客体 とみ なされ ることを前

提 とす るもので,客 体は動作 があ るぽあいに のみ存在で きる し,ま たなん ら

かの動作に関連 してのみ存在 し うるもので あ る。主語 となってい る事物 の も

つ客体 の意味は,述 語動 詞にたいす る関係 にあ らわれ る。 したが って主語 に

客体 の意味 のある ことは,動 詞 の動作 が主語に向 ってい るとい うことで ある。

したが って 「被」は主語 のために,客 体の意味 を確実にす る方法であ ると同

時に,動 詞の動作 を規制整頓す る方法で もあ る。

「被」に よって動詞 は主語 となる名詞(動 作 の客体に も)に 関係す るし,

また 「被」 の後 におかれ る(動 作 の主体)名 詞(こ のばあいはそれが人称の

とき)に も関係す る。

動 詞は 「被 」に よって名詞 と一定 の関係に入 る。 したが って 「被」は名

詞にたいす る動詞 の語法関係 の附加成 分 とみな し うる。

動 詞 と名詞 との シ ソタ ックス結合 を示す 「被 」は,こ の点で ロシヤ語の

《-cfl》に似 ているとい うのは,こ れ また主体 と客体 を意味す る名詞 と動詞の

シ ソタ ックス関係を規制 してい るか らで ある。

「被」 を ともな う文に 相応す る もの と しては,ま るで反対 の関係 にあ る

「被」な しの文 があ る。 こ うい う対応は三項 の文に も二項 の文 に もあ る。 受

動態文 の補語は能動態文 では主語 とな り,主 語は補 語 とな る。
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ロシヤ語では動詞 の語法関係の変形 に よって動詞 自体の補足的な語法 的

意味の変形 がお こる。 この観点か らすれ ば 「被」は中国語の動 詞の補足 的な

語法的意味 の形式 的 しる しに なるともいえ る。 したが って 「被」を入れ るこ

とに よ り(能 動態 を受動 態にか えるば あい)単 語間の 関係は変 わ り,「 被 」

自体は語法 関係 を しめすばか りでな く,こ の関係 を変 え るとい うことがで き
く　の

る。われわれは態 の研究に用 い られてい る 「関係 の変 化」 とい う術語 を使 う

ことにす る。 これ は 「被」が実際上,す でに変 化 した関係 を固定 させ るだけ

であ ることを忘れず に 「被」の このはた らきを補足 している。 この点で 「被 」

は類推 的に動 詞形 式に用 い られ るとい って よい。 この動詞形式 は 「動作 の主
くの

動者 と動 作 の客体間の関係 を変 えなが ら同時に態 も表現 してい る」。

しか し 「動作 の主体 と客体間の関係が,す べ て態 の関係 を もってい るわ
(78)

け では な い。 動 詞 に 語 法形 態 が あ る もの にか ぎる」。 「被 」 は 《-Cfi》の よ う

な 語法 形 態 の方 法 とみ な し うるだ ろ うか。

「被 」 は 《℃E》 の よ うに語 法 的意 味 の形 式 的 な し る しで あ るが,本 質 的

に は 《-ca》 とは異 な る。 《-efl》とい う助 詞 は 多義 的 で,受 動 態 と再 帰 ・中

性 態 の意 味 を あ らわ す 方 法 とな って い る。 したが って,よ くあ る こ とだ が,

どん な意 味 と関係 を もつ か に よっ て,主 語 とな る名 詞 が客 体 か,そ れ とも主

体 か を 区別 した り決 定 した りす る ことが 非 常 にむ ず か しい。

《-Cfi》の つ い て い る動 詞 の受動 の 意 味 は,造 格 形 式 に おい て主動 者 た る

名詞 が あ るぽ あい は,と くに 明 らか で あ る。 ア ・エ ム ・ペ シ コフス キ イ は こ

れ に 関連 して述 べ てい る。 「特別 な態 の意 味 は こ こで は動 詞 自身 の形 式(つ

ま り 《一Cfi》.筆者)に よる とい うよ りは,む しろそ れ を 含 む単 語 の結 合 の形

(76)態 関係 の分析 には,こ の術語 が用い られ てい る。 と くに動詞が各種 の態 形式

を あ らわす同一 の動詞 か らで きた一・連 の文 を比較 す る ときは,と りわけそ うであ

る。態 の形 式が単語 間 の語法 関係を変えず,な お さ ら主体 と客体 の間 の現実 の関

係 を変 えない ことは明 らかで あ る。

(77)「 ロシヤ語文 法」,第 一巻,414頁 。

(78)同 上 。
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く　の

式 に よるもので あ る。すべ ては"主 動者"の 造格にあ る」。

中国語の 「被」も多義 的であ るが,主 語 との関係についてはそ うで ない。

「被」は客体が主語 にな ること,つ ま り文 中に 受動 の意味 の存す る こと

を しご くは っき りと証 明 してい る。 したが って受動態文に 「主動 者」が存す

ることは,一 般 的に いえぽ 必須では ない。 しか し 主動者があ るばあいには

「被」 の助 けをか りるが,こ の とき 「被 」は主 体 とな る 名詞 との 関係上,前

置詞 のはた らきを してい る よ うにみえ る。

た とえば,英 語では客体 の意味 が動詞 の特殊形式(助 動 詞+動 詞の形動

詞形式)に よって 主語 自体を固定 し,主 体の意味 が名詞 の特殊 な前置詞by

に よって 固定 され るとすれば,中 国語のばあいは 「被 」が英語 の前置詞by

のはた らきも動 詞 の形式 も兼ね てい る し,客 体 の名詞に も動 作 の主体の名詞

に もつか えるとい う二重性があ る。

再三指摘 した よ うに 「被」 の基本 的はた らきは主語 とな る名詞,つ ま り

客体 との関係にあ らわれ てい る。

前 置詞 と体詞 との結合に も似た 「被 」 と動作 の主体 との結合は,一 単位

と して も動詞 の語法 的意味 の形式的 しる しと して も,見 られ なか った ことに

注 目せね ばな らない。 これに関連 して研究者は動詞 の前 の 「被」 と名詞の前

におかれ る 「被」を 区別 して,前 者は動 詞の形態 的 しる しで あ り,後 者は名

詞の シ ソタ ックス的機能 の しる しとみな してい る。
(80)(81)

した が って動 詞 の前 の 「被 」は プ レフ ィクス,あ るい は補 助 詞 と よぼ れ,
(82)

名詞 の前 におかれ る 「被」は前置詞 といわれ る。
(83)

動 詞 の 前 の 「被 」 は 最 近 で は ます ます 受 身(受 動)の 意 味,あ る い は 受

(79)ア ・エ ム ・ペ シコフスキ イ,科 学 的に究 明 した ロシヤ語統辞 論,モ ス クワ,

1986,118頁 。

(80)余 健 捧,詞 美"被"和 詞尾"了",中 国語文,1956,第9号,30頁 。

(81)双 語,人 民教 育 出版社,第 三冊,北 京,1956;章 寿康,略 論双 語構i詞法,1-

8頁 。

(82)黎 錦煕,新 著 国語文法,44頁;王 逐,把 字 句和被字 句,28頁 。

(83)章 寿康,略 論 双語構詞法,7頁;双 語,第 三冊,123頁 。
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く　 　

身 関 係 をつ た え る方 法 とみ な され る よ うに な った 。 もっ とも この ば あ い,こ

れ が どん な方 法 で,そ れ の性 質 が何 か を 明確 に は して い な い。

動 詞 の前 の 「被 」 に か んす る議 論 で い ちぽ ん 広 く行 なわ れ て い るの は,

中 国 の文 献 で 常 に 形態 構 成 の ア フ ィクス とみ な して い る 「了」,・「辻 」,「着 」

の よ うな補 助 詞 とす る見 解 で あ る。

「被 」 が しば しば モル フ ェー ム(字)と もいわ れ るのは,そ の語 法 的 は た

らきに 注意 しな いで,単 音 節 の 性質 か らい っ てい るか らで あ り,こ のば あい
く　の

は全体 として受身の構造(被 動式)を い ってい る。

「被 」 を前置詞 とみ な しうるか

すでにみた よ うに,三 項 の文で 「被」の後に動作 の主体 た る名詞がおか

れ るときは,通 常 「被」 を前 置詞 的はた らきをす るもの と した。二項 の文で

「被 」が動詞 の前に直接 おかれ るときは前置詞 とみな され ない。

実際 このぼあいでは 「被」 を 前置詞 と み なすべ きで ない よ うに 思 われ

る。なぜな ら一般に理解す る ところでは,支 配 され る体詞な しに前置詞 を用

い るのは本筋 で ないか らであ る。 しか し中国語では 「給」,「替」の よ うな若

干 の前置詞を動 詞の前 に直接用 い ることがで きる。た とえば,

刻四 苓回来替問声好(老 舎,酪 駝祥子,66)

これは中国語が イ ン ドヨー ロッパ語 とちが ってい るところで,原 則 とし

て前置詞を動 詞に直接むす びつ けて もよい とい うことで あ る。古代中 国語に

おい て,こ うい うはた らきは標準 的であ った。 したが って 「被」を名詞 な し

で動 詞の前 に直接 お くことがで きるとい うことは,そ れを前 置詞 とみなす こ

とに反対す る根拠には な らない。

しか し問題は 「被」の位 置にあ るので はな く,そ の語法的はた らきにあ

る。 それに よって根 本的に前置詞 と区別 され るのであ る。

(84)張 志 公,双 語 語 法 常 識,新 知 識 出版 社,上 海,1956,87-97頁 。

(85)呂 叔 湘,朱 徳 煕,語 法 修 辞 講 話,115頁 。
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上述 の よ うに 「被 」は,前 置詞 のば あい普通そ うで あ るよ うに,主 とし

てそ の後につづ く名詞を支配 しないで,そ の前にあ る名詞 を支配 し主語のは

た らきをす る。 「被」をおかねば な らないのは,ほ かで もな くこれ らの名詞

の主語 のためで あって,そ の後におかれ る名詞のためではない。 「被」は後

につづ く名詞 と関係を もつにす ぎず,そ してその後に くる単語た る動作 の現

実 の主体 を しめすだけであ る。

前置詞には本質 として こ うい うはた らきが ない。 したが って 「被」は前

置詞で はない。

「被」の主だったはた らきは 動 詞の語法 的意味 を 形式 的に表現す る とい

うことであ る。 つ ま り 「被」は動 詞 に 補足 的意味 を さずけ る。 この点で も

「被」は前 置詞 とはちが う。

そ のほか 「被」は発 生上か らも前置詞 とはみ なせ ない。歴 史的に 「被」

は名詞 と むす びつ いていた。 つ ま り主語の はた らきをす る 容体 とむす びつ

き,動 詞の前に直接 おかれ た。

動作の主体をあ らわす単 語は 「被」 のある文 の最初 の発 展段階 では 「動

詞の後におかれ た,と い うのは このぼ あいそれ は特殊な前 置詞 「於」に よっ

て導入 されたか らであ る。 「被 」 と動 詞 の間に動作 の主 体 とな る単語が入 る

よ うにな ったのはず っと後(5-一 一6世紀)の ことで あ り,そ のほか類推のた

めで もあ る。 た とえぽ 「史記」か ら例 を とってみ る と,動 作 の 主体 とな る

「悪 言」 とい う単語の結合は 「汀」 とい う動詞 の直接後 にあ る。

湯力天子大臣被汗悪言而死(史 記,酷 吏 列傳)
oo

同 じ 「史記」か ら例 を とると,次 の文 では越 とい う動作 の主体をあ らわ

す 名詞 が,動 詞 の後に おかれ る干 とい う前置詞 の助けをか りて入 ってい る。

…以万乗之 国被園子越(史 記 ,魯 仲連傳)
oo

王力教授 は 「被」 と 「干」が 同時に用い られ るよ うにな った のは,動 詞

の前 に直接 おかれ る 「見」を ともな う受動態構 文の影響 を うけた もの とみて
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く　の

い る。「漢 の時代にはその機能上か らいって多 くの点で見 と一致 していた」。

周知 の とお り,「 見」のばあいは 動作 の主体をあ らわす単語がいつで も

動詞 の後 にあって 「干」 でみ ちびかれ る。

吾常見笑干大方之家(庄 子,秋 水)
ooooo

さ らに もっ と 後代 の作品 「三国志演義」(8世 紀)か ら例 を とってみ よ

う。

不意 呂布寛被縛干二人(三 国志演義,第 四分冊,17頁)
oo9

これ らの文 中の 「被 」は前 置詞 とみなせ ない。

「被」 の主 なはた らきは,主 語 の後に あって 客体 の意味をた しか に し,

動 詞の語法関係 を変 え,動 詞の補 足的な語法 的意味をあ らわす ことで あ るか

ら,む ろん動詞 のなん らか の形 式 と して 「被」をみ るべ きであ る。

「被 」 を 動 詞 の プ レ ク ィ クス とみ な し うる か

「被」は動 詞の語法 的意味 の 形態 的 しる しであ るだけ に,ま た語法的意

味 の形態的 しる しと単語 の形態 の概念 とは同一視 され るのが常であ るか ら,

動詞 の形態 を構成す る方法のひ とつに 「被」を入れ られ るか も しれ ない。そ

して動詞の前 におかれ ることか ら,そ の プ レフ ィクス といえ るか も しれ ない。

しか し 「被 」を動詞 の プ レフ ィクスに関係づけ るためには,普 遍 化 され

た語法的意味 を つたえ ると い うはた らきの ひ とつだけでは 不充分であ る。

「被」が プ レフ ィクス としてあ るためには 実質的意味が 失 なわれね ばな らな

いだろ うし,ま たあ らゆ る種類 の動詞を含 まねばな らない。

「被」にはわ りと語彙的意味があ るので,い ろいろな見方が存す る。
ゆ 　

多 くの研究者は 「被 」には実詞 的な意味が ない とみな してい る。王 力教

(86)王 力,双 語被 劫式的 笈展,語 言学論 巫,第 一輯,上 海,新 知 識 出版社,1957,

6頁 。

(87)劉 世 儒,被 劫 式的起源,32,33頁 。 一 刻世儒 の考 えに よる と,「 被」 は動

詞 の意味 を失 な って しまい,「 虚詞的」 な単語に変 化 した,六 朝時代 の言葉で は

も う受動態 を表 わす方 法に な ってい る(六 朝は229-589)。
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授は 「被 」を補助詞 の成 分 としてい るが,こ れは 「虚詞 」 よ りも実詞に近 い
(88)

とな し,そ の前提 として 「被」 の実詞的意味が動 詞 との結合 に影響 してい る

とい う。

高 銘凱教授 に よると 「被」は現代語 で も動詞であ り,実 詞 的意味は失 な

われてお らず,こ れは受動 態の意 味の形態 的 しるしにはな らない と考 えてい
　　 ラ

る(実 詞 的意味 を保 ってい ることに 関係 づけて)。 後者 の議論は根拠 を失 な

っていない。

も しも 「被」に実詞 的意味 があ り,後 につづ く動 詞 とむす んで受動態 の

意味 をつた える とすれ ぽ,高 銘凱 の言葉の ように記述的方法 にす ぎないか も

しれ ない。 明 らか な ことは,「被」が実詞 的意味 を もち,独 立 した単語で あ り

なが ら,語 法的意味 をつた え る方法ではない ことで あ る。 なぜな ら 「一定 の

概 念をつたえ る語彙 的方法には,語 法 の特徴 とな る個別的 なものや具 体的な
く　の

ものか らの抽象化や抽象 性はない」か らであ る。

も しも高 銘凱 のい うよ うに 「被」が 「受け る」 とい う実詞 的意味 を もっ

てい ることを認め るな ら,「被」 を動詞 とみ な さないわけにゆかないだろ う。

しか し 「被 」は統辞論 的に も形 態論的に も動詞 の特徴 を もっていない。

周 知の よ うに 「被」は独立 した述語にはな らない し,補 語(名 詞)を と

らない。 現代語 には 「被」が述語 とな る 《主語一 述語 》 の文 も 《主語一述

語一補語 》 の型 もない。 「被 」が用 い られ るためには,ど うして も文 中に他

動詞が なけれ ぽ な らない。r被 」が用 い られ るのは他動詞 とむすびついた と

きにか ぎ られ る。

したが って 「被」は動詞 の統辞論 的特徴を もた ない とい うことになる。

また 「被」には 動 詞 の 形態 論的特徴 もない。 被 了他騙了 とい う型 の例

(88)王 力,中 国 語 法 理 論,176頁 。

(89)高 銘 凱,双 語 語 法 論,40頁 。

(90)ヴ ェ ・エ ヌ ・ヤ ール ツ ェ ワ,-r-一 ル 「理 論 」 に おけ る語 彙 と語 法 の 混 同 一

《言 語 学 に お け る マ ル クス主 義 の 俗 流 化 と曲解 に 反 対 す る 》 第2巻,モ ス ク ワ,

1952,364頁 。
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くカリ

(こ の例 の変 体一被 了他 的騙 了),被 了他 的害 では 一 回完了体 の サ フ ィクス
く　ラ

「了」がつ いてい る。 この ような例 があ るか らこそ 高銘凱は 「被 」の 「動詞

性」を証明 しょうとす る。

「被 」が文章語でな く 口語 に固有の多 少 とも 固定化 した単 語の結合 の成

分に な ってい るよ うな文は単一で あることか ら判断 し,ま た この種 の単語 の

結合では 「被 」にかわ って 「受」 とい う動詞がず っ と多 く用 い られ ることを

考慮に いれて,わ れわれは このぼあい同義語 の動詞 「受」が あ るもの と考え

る。 ここで 「被 」は 実 際の ところ,お そ ら く現在用 い られ ない 古代 の動詞

「被 」(現代の祖先)に さかのぼ る動 詞で あ る。われわれ の研究 してい る 「被 」

の同音異義語で,一 つ乃至二つ の固定化 した単語 の結合のなかで見あた る動

詞 であ る。

その うえ(以 下で しめすが)「 被 」は 二,三 の 他動詞 とともに用 い られ

るのでは な く,あ らゆ る他動詞 とともに用 い られ る。 この点で 「被 」は成語

に入 る語彙単位 とは異 なる。語彙単位 は一定 の意味をつたえ るための叙述方

法 となるものであ る。

したが って 「被」が完全に実体的意味 を もち動詞であ るとみな しては な

らない。 ・

王力教授 は中国語では受動態文 の使用が制 限 され てい ることに ふれて,

「被」 の語義にそ うい う制 限の理 由をみ よ うと してい る。「被」には 「遭 受」

の意味 があ る。 したが って受動型 の文で あ らわ され る動詞 の動作は,主 語に
く　ヨラ

たいす る関係上不愉快 か希望 しない ことで なけれ ぽな らない」。

一般 的にいえば,動 詞 の動作 の 「愉快 」 と 「不愉快」に よって動 詞を区

分す ること自体が語法 的区分では ない。 同 じ動作 がいろいろな観点 か ら,い

(91)J.Mullie,Thestructuralprinciplesofthechineselanguage,v・II,

Peiking,1937,p.45.

(92)現 代中国語 には 「被」が独立 した動詞 と して あ らわれ る例が あ る。

大家接着就 預測 他將被扱刑(萢 愛 衣,0064)

(93)王 力,中 国語 法理 論,181頁;呂 淑 湘,朱 徳煕,語 法修辞 講話,117-121頁 。
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ろい う な コ ソテ クス トで 「愉 快 」 に な った り 「不 愉 快 」 に な った りす る。

「不 愉快 」 の意 味 は 動 詞 そ の もの に あ るので は な く,一 定 の コ ンテ クス

トで 単 語 が 結合 す るぽ あ いに の み あ らわれ る もので あ る。

も し中 国語 の受 動 態 文(「 被 」そ の他 の補 助 詞 を と もな う)が 実 際多 くの

ば あ いに 客 体 た る主 語 に と り 「常 に蒙 る」,「不 愉快 な」 特 殊 な語義 の 色彩 を

もつ とすれ ば,こ の 色彩 は動 詞 の 語 義 に よ る もの では な く,文 の構 造全 体,

受動 ・被 動 の意 味 に よ る もので あ る(ロ シヤ語 の 術 語 《CTpalLaTe」[LHblti>>一一一

《CTpallaHvae》(苦 しみ)の 語 源 と比較 せ よ)。 した が って受 動 態 文 に あ る色

彩 が あ る とい うこ とは,な にか 不 愉 快 な ことを あ らわす 特 殊 な動 詞 グル ー プ

と と もに 「被 」 を 用 い るの を制 限 す るた め とは い え な い。

実 際,「 被 」 を と もな う文 で,そ の語 彙 内 容 が 「被 」 の語 彙 内容 と符 合

しな い動 詞 が,し ご く自由に 用 い られ てい る。 つ ま り,そ の動 詞 の動 作 が 主

語 に た いす る関 係 上 なん ら希 望 しなか った り不愉 快 だ った りす る こ とを あ ら

わ して い ない。 それ は次 の よ うな他動 詞 で あ る。

解 放jiefang看 見kanjian
　 　

迭 挙xuanju知 道zhidao

創 造chuangzbo説 明shOoming

上 の動詞は動詞 の 「不愉快」 をあ らわすばか りでな く,ま た反対に しば

しば動作 の 「愉快 」をあ らわす に もかかわ らず,「 被」 とともに 用 いること

がで き る。

王力教授,呂 叔湘教授 と朱徳煕は,「 被」 の使用にか ん し 昔 の規 準に く

らべて現代 中国語で は著 しい変 化のあ ることをみ とめ,そ れ を外国語 に よる
　 　

影響 と解釈 してい る。

しか し外国語 の影響を うけていない文学 の古典作品に 「被」 が用 い られ

てい ることは,「 被」が 「不愉快」 とはなんの 関係 もない動詞 とともに,と

(94)王 力,汲 語 史 稿,435頁 。
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(95)

うか ら用 い られ て い る ことを示 して い る。

14世 紀 の 「水 潜」 で は 「被 」 が 次 の よ うな動 詞 と用 い られ てい る。

算住kaozhu

説 升s涌okai

推 升tuikai

救jiu

幼quan

吹chui

illEli出tOochu

差chai

　

祉che

引yln

留

捲

liu

　

Juan

吃chi

看 見kanjian
　

轄zhuan

把 磁 な ど

「被」が14世 紀 の言語で,は や くも語法化 された要 素 とな ってい る こと

は 明 らかであ り,単 語 の もとの意 味か らは抽象化 されてい る。

これ に つ い て は も うひ とつ の作 品 「三 国志 演 義 」 に よって もい え る こ と

で あ る。 これ は 「水 濤 伝」 よ りも若 干 お くれ て書 か れ た もので あ る。 これ に

(96)

は 次 の よ うな動 詞 が 「被」 と と もに用 い られ て い る。

ン
請qlng

猜 破(AiPδ

　

躾duo

拉k:ing

圃w6i

動詞 の意味 と 「被」 の 意味 の間に 関係 のない ことは,18世 紀 の 「紅楼

夢」 が証明 してい る。語義上では 「不愉快」 となん ら関係 のない次の動詞 を

(95)呂 叔湘,被 劫 式的起源,32頁 。

(96)戦 斗記事 にみ ちてい る 「三国志演義 」では,主 語 とな る人物 あ るいは事物 と

の関係か らみ て 「不 愉快」 とみ な され る動作をあ らわす 動詞が非常 に多 く,そ れ

らは 「被」 とむす びつい てい る。そ の動詞 は,「 殺 す」,「負傷 させ る」,「捕 え る」,

「しば る」,「 しめ殺 す」,「射 殺す」,「刺す ⊥ 「馬か ら ひ きず り おろす」 な どで あ

る。 しか しこれ らの動詞 の大 多数 は 「被」 の語義に よってでは な く,全 作品 の文

体,性 質 に よって説明 され るこ とは まった く明 らか であ る。
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み てみ よ う。

看 見kanjian

挾xia

掘 住 さzhu

美mai

人 文 研 究 第36輯

剋 制kezhi

譲 ぬng

参ciin

知 道zhidao

「不愉 決」 の色 彩 は 「被 」 の 語 彙 の意 味 とは 関係 な し とい わね ば な らな

い。 な お また 「被 」 の ほ かに 話 言 葉 で は 「給 」,「譲 」,「叫」 の補 助 詞(こ れ

も また 受 身 の意 味 を つ た え る 方 法 とな る)も 用 い る こ とが で き るか らで あ

る。 これ らは語 法 化 され るまで 「蒙 る」 の意 味 を もた なか った 。

王 力 教 授 の み とめ る よ うに,古 代 語 で は 「カ 」 を と もな う受 身 と 「)勺…

所 」 を ともな う受 身 は,「 被」 の つ く構 造 と同 じ く,な ん ら 「不 愉 快 」 を 表

わ さな か った。 しか し 「カ」 に も 「カ …所 」 に も 「受 け る」 とい う語 彙 の意
く　わ

味 はで て こなか った。

「被」 を用 い るぽあい 「不愉 快」 あ るいは 「不本意」を 表わす 動 詞 と結

びつ くとは限 らない な らば,そ して 「不愉 快」 の色彩 自体が,事 実上 「被」

の意味か ら独立 してい るな らば,部 分 的に もせ よ 「被」 に語彙 の意味 のあ る

ことをみ とめる根拠 はない。

「被」 に語彙 の意味があ ると いわれ るのは,受 身の文では 「被」 のほか

に他 の補 助詞(譲,叫,給,カ な ど)が 用 い られ ることに関連 してのことか

もしれない。 これは ち ょっ とみ る と前 置詞 との類似を思わせ る。 しか し前 置

詞は一一定 の現実 的関係 のみ,た とえばひ とつ の事 物 の他 の ものへの関係だけ

を意味す るところに違いがあ る。前 置詞は相互 の入れかえが きか ない。そ の

いずれ もが異 なった現実 関係 をあ らわすか らであ る。 したが って互 いに異な

る前置詞 の語彙の意味 がいわれ る。

現代 中国語の受 身の文で用い られ る補 助詞は ど うか といえば,い ずれ も

(97)王 力,汲 語 史 稿,435頁 。
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同 じ現実 の関係を意味 してい る。 したが って,こ の面 での語彙 の意味はす で

にいえないわけであ る。中国語 におけ る この補 助詞の多様性そ の ものは各種

の文 体や各種 の方言に よるもので あ る。た とえぽ 「叫」 と 「給」 は北京 口語

の土語に,「 被」 は文章語に用 い られ るのが普通 であ る。 評論,学 問,芸 術

上の作 品では圧倒 的に 「被」が用い られ る。た とえぽ巴金 の作品では多 くの

ばあい 「被」 が用 い られ ている(100頁 の うち 「被」 が35回,「 カ」 は3回,
く　 ラ

「給」 と 「叫」 はない)。 魯迅 の作品ではほ とん ど 「被」 しか用 い られ ていな

い。南方方言の受身では 「被」が用い られ,山 東では 「着」 が用 い られ る。

補 助詞の多様性 は中国語におけ る受 身 自体 の起源 の異質性に よるもので
く　 　

ある。それは各種 の体 の動 詞 とともにその作用に影響をあたえた。

これ らの事実 に よ り,「 被」 は実詞 の実体 的意味の上で も 前 置詞 の よ う

な補 助詞 の語彙 的意味 の上で も,語 彙の意味 を もた ない といえ る。 したが っ

て 「被」 には プ レフ ィクスのばあい と 同 じよ うに,「 あ る種類 の単語 との結
く　 　

合,個 別的な語彙 内容 の欠除 と普遍 的な語法概念 の表 現」 が特徴 とな る。

これ らの特徴 は 「被」 に もプ レフ ィクスに も共通 の ものであ る。 しか し

「被」では プ レフ ィクス とは異 なった語根 に多 くの特徴があ る。

「被」 を屈折語型 の プ レフ ィクス とみなせない ことは疑 い もない。 なぜ

な らそれ は 単語 の構造を 変えない し,動 詞 な しに 用 い られ るか らであ る。

「被」はそれ とともに用い られ る 動詞にたいす る 関係 上では,一 定 の独 立性

と統辞論上 の独立をあ らわ してい る。

単語 としての 「被」 の統辞論的独 立性 と個別性は

どこに あ らわれ るか

(98)た とえ ば,次 の 本 を 見 よ。 魯迅,故 事 新 編,人 民 文 学 出版 社,北 京.1954。

(99)エ ヌ ・エ ヌ ・カ ロー トコ フ.歴 史 的 シ ンタ ッ クス,145頁 。

(100)ヴ ェ ・エ ヌ ・ヤ ル ツ ェ ワ,「 理 論 」 に お け る 語 彙 と文 法 の混 同,エ ヌ ・ヤ ・

マ ラー ,362頁 。
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「被」 は動作 の主体をあ らわす 名詞に よって動詞 と 区別 され るとい うこ

とのほか に,単 語 と しての 「被」 の個別性は次 のぼあいにあ らわれ る。

a)「 被」 は動 詞 と区別で きる。 「被」 は各種 の状語用法 の副詞の助け

をか りて動詞 と結合す る。 そ してつ いには動作 の主体たる名詞が取 り去 られ

てい るぽあいには文全 体 とさえ結合す る。た とえぽ,

四 川方言有些字已被　涯使用(光 明 日報,26・M・1950),(「 被」は〔 乏
oo

とい う副詞 に よって動 詞 と区別 され てい る)。

同時 梅女士感得 自己的手被用 力地握着(虹,187),(「 被」は 副詞 の用力
ooo

地 に よって動詞 と区別 されてい る)。

迭 ケ計剣正被板其順利地完成 着(「 被」は 順利地 とい う副詞で 動詞 と区
OOgQO

別されているが,な おおまけに扱其がついている)。

芳朕的青年一一代是被以元序階級国除主叉的精神和各国人民兄弟友愛的精
OOOOOOOOOOQOOgOOOOOgOQO

神教育着(「 被」 と動 詞 の間に動作 の 方法 の状況 として 以 …精 神が入 ってい
o

る)。

b)「 被」 の後には二つ 以上 の動 詞を同時 にお くこともで きる。

据合衆社説,那 一次被打死打傷的哉俘共有九人(「 被」 は 打死 と 打傷の
OQoo9

二つ の動詞に同時に関連 してい る)。

有一天傍晩,一 介学 生在南 門被三 四介兵士園着痛打(巴 金,家,53),
0009

(こ の文では 「被」が 園着 と痛打 に関連 してい る)。

今天就被人家活生生捉住系了 …(越 樹理,李 家荘的変迂),(こ のばあい
ogooooo

は 「被」 が同時に二つ の動 詞に関連 してお り,し か も活生 生 とい う副詞で動

詞 と区別 され てい る)。

もしもイ ソ ド・ヨーロ ッパ語(屈 折語)の 材料で評価 した り規 準を も う

け る一般言語学 の立場か ら 「被」 の性質にか んす る問題を検 討す るな らば,

「被」は語形変 化の プ レフ ィクス とはみなせ ない。 なぜ な らそ の根拠は 「被 」
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くユ　　

が語形変化の アフ ィクス とは ちがい,他 の単語や短語 の方法で単 語 と区別で

きる し,ま た同時 に二つ の動詞 と一緒に 自由に用 い られ るか らであ る。そ の

うえ 「被」 が この よ うな プ レフ ィクスに変化す る傾 向を語 ることは妥当で な
(102)

いo

い ろい ろな時代 の作 品を分析 してみ ると 「被」 はいつで も一定 の独立性

を もってい ることがわか る。つ ま り,他 の単 語を用 い ることに よって動詞 と
コ

区別で きる ことであ る。 た とえぽ,「 漢書」 では 「被」が副詞に よって動詞

と区別 され てい る,な か んず く,こ の時代 の漢語 では大体において 「被」 と

動詞 の間に,動 作 の主体が おかれ ていなか った。 た とえば,

身被重劾(「 被」は副詞 の重に よって区別 されてい る)。

もしも現代 中国語 のあ る文章 を 現代語 の規範 とな ってい る14世 紀のあ

る種 の作品 と 比較す るな らぽ,14世 紀 では 「被」が 著 しく統辞論的な独 自

性を もち,現 在 な らば死んで い るか,あ るいはほ とん どお 目にかか らない よ

うな構文で至極 自由に用 い られ ていた ことが明 らかにな る。

〔弥〕…我不在 家,恐 伯=被外人来欺負(水 濡,第24回,274頁)。
ooo

林沖当夜酔倒 …被衆庄客 向前 綿縛了,解 送来一全庄院(水 濤,第2回,
OOOOQ

125頁)。

この二 つ の例 で は 「被 」 と動 詞 の間 に 文 が 挿 入 され て い る。 そ の述 語 は

自動 詞 で 「来」(第 一 の文)と 「向前 」(第 二 の文)で あ り,し たが っ て主文
く　 　

の主 体 「像」(第 一 の文)と 「林沖」(第 二 の文)と はむす びつか ない。

(101)こ の点 に か ん し ゲ ェ ・ワ ソ ドリエ ス のjeに か ん す る意 見 は お も しろ い 。代

名 詞 と動 詞 の間 に一 つJま た は そ れ 以上 の語 法 成 分(jedisdis,jeledis,jene

ledispas)を おけ る乏 い うこ とに よっ て の みjeBjedisを ラテ ン語 の 語 尾

oBdic-o(わ た く しは 話 す)と 同一 視 した り,jedis,tudis,ilditを 語 根 前 の

屈 折 を と もな う動 詞 の 変 化 とみ な して は い け な い 。(ヂ ェ ・ワ ン ドリエ ス,言 語,

モ ス ク ワ,1937,89頁)。

(102)ア ・ア ・ ドラ グ ノブは 「現 代 語 で は 給 と被 とい う動 詞 を用 い る傾 向 が あ る…

態 の意 味 を もつ 動 詞 の プ レフ ィ クスの は た ら きを す る もの と して」 と書 い て い る

(ア ・ア ・ ドラ グ ノ フ,現 代 中 国 語 文 法 研 究,127頁)。

(103)許 紹 早,水 濡 中的 被 字 句,東 北 師範 大 学,人 文 科 学 学 振,長 春,1956,21-

34頁 。.
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こうい う構文はそれ以後の時代の作品にもある。

那老怪折得人停輪子里伸出契来看肘被行老跳到輌前,壁 美一棍打了ノト窟
OOOOQOOOOO

薩(西 游 記,第 二 巻,34頁)。

現代 語 に は 「被 」 と動 詞 の間 に文 を は さめ られ る よ うな例 は ほ とん どな

いo

他逐要説 什仏話卸被男一 ノ1人胞来打盆了(巴 金選 集,239頁)。
oooooo

り

これ に よって,現 代 中国 語 で は 「被 」 の独 自性 は 失 なわ れ て い るが,統

辞論 的 な 自由は おお む ね失 って い な い こ とが わ か る。 した が って 「被 」 を よ

りきび し く使 用 す る傾 向 は あ るが,語 形 変 化 の プ レフ ィクスに変 化す る傾 向

は な い とい わね ぽ な らない 。

中 国 の 言語 学 者 の多 くは 「被」 の単 独 性 に 根 拠 を お い て,r被 」 を プ レ

フ ィクス とみ なす こ とに 反 対 してい る。

「と きお り 「了 」,「被 」 や これ に 似 た ものが いわ ゆ る 語 源 か らず っ とは

なれ て い るば あ いが あ る。た とえぽ,「 他 到 北 京 了 」,「他 被 我 昨 天 磁 見 的 那!卜

人拉 了去 」。 このぽ あ い 「了」は 「到 」の プ レフ ィクスで もあ る まい し,「 被 」

は 「拉 」 の プ レフ ィクスで は あ る まい 。 ロシヤ語 や 英 語 で は サ フ ィクス や プ
く　 　

レフ ィクスが語源か ら分離 され るだ ろ うか 。」。

「被」 が ロシヤ語に も英 語に もない 統辞 論的独立性を もっている ことか

ら,中 国の言語学者た ちは補 助詞 と よんでい るのが普通で ある。 同 じよ うな

方法でかれ らは他 の言語成 分(も っと もこれ らの成分が形態的方法の附加成

分をすべて もってい るに して も)の 研 究に手 をつけてい る。た とえば動 詞 の

近 くにあ る成分 の 「了」,「違」,「着」 と名詞 の近 くに ある 「椚」 がそれ であ

る。

た とえぽ,動 詞 の近 くにあ る成 分は次の特質 を もつ もの とみ なされ てい

る。

1)実 詞に これ らを附加す る と形 態変 化をお こす。 これ らの成 分は単 語

(1(A)高 名 凱,再 論 及語 的 詞 炎 分 別,中 国 語 文,1954,8月 号,16頁 。
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の形態 構成 にあず か りなが ら単語 の補足的 な語法的意味 をあ らわ し,各 種 の

単語で はな く同一 の単 語の各種 の形態 を構成 す る。

2)こ れ らは強 く発 音 されず,い わゆ る軽 声 とな る。

3)語 法的意味 のほ うが統辞論的な もの よ りもず っとつ よい(し ば しば

後者 のないぼ あいが ある)。

4)こ れ らの成分が役立つ単語には っき りと見 られ る従 属性が,こ れ ら

の成分 の固有 の性質であ る(そ れ な しにかれ
.らは用 い られ ない)。

5)こ れ らの成分はあ らゆ る グル ープの単 語一 あ らゆ る動詞 とともに
(IO5)

用い られ る。

補 助詞 が単語 の補足 的な語法 的意味をつたえ うること,ま た新語で な し

に単 語の新 らしい形態をつ くれ ることか ら,中 国の学者 の うち誰ひ と りこの

現 象を 「形態 論」,あ るいは 中国の中国学 でいわれ てい るよ うに 「分 析的形

態 論」 とも よんでいないに もかかわ らず,実 質的には補 助詞 の形態論 を論 じ

ている。

張寿康 だけが率 直に形態 論 を論 じてお り,中 国語 の単語 の形態変 化(語
く　 ラ

形変化)は 単 語に補 助詞 を附加す る ことに よ りお こる と述べ てい る。

高名凱教授 の最近の著作 には 「分析 的形態 論」 とい う術語がは じめてあ
く　 ラ

らわ れ て お り,補 助 成 分 の 「了」,「違 」,「着」 な どに 適 用 で き る。

「被」 を分析 的形 態 の成分 とみな しうるか

周知 の とお り,「 分析的形態」 と 「補助詞 の形態 」 とい う術 語は,概 ね

このば あいに,あ らゆ る具 体的言語の補 助詞(前 置詞,助 詞,助 動 詞,後 置

詞 な ど)を 考慮に入れず,事 実上補助詞か ら発生す るそれ らの うちの若干 の

(105)呂 叔 湘,弥 徳 宣,助 詞 説 略,36頁;張 寿 康,略 論 漢 語 構 詞 法;前 敏,形 態 変

化 和 語 法 耳 境,中 国 語 文,1954.No.28,13-16頁;愈 敏,汲 語 劫 詞 的 形 態,語 文

学 習,1954,No.4.43-51頁 。

(106)張 寿 康,略 論 漢 語 構 詞 法,3-6頁 。

(107)高 名 凱,語 法 範 疇,65頁 。
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みが単語 の形態構成 方法に なること,ま たそれ らが特殊 な語彙の意味を欠い

てい ることに よ り補助詞 と区別 され ることを考 慮に入れたば あいに のみ同等

にみて よい。補助詞を他 の単語 とむす びつけ ると後者 の形 式をつ くる(こ う

い う単語 の形式 は復合形式 といわれ,形 態構成 のア フ ィクスに よってつ くら

れ る単純形式 と区別 され る)。 単純形式 は綜合的で あ り,複 合形 式は分析的

であ る。

「了」 が動 詞についた り 「被」が 動 詞につ くのは,復 合 の分析的形式 と

考 え られ るか もしれ ない。 こ うい う結合は分析 的形式 の一連 の特徴 に符合す

る。 た とえば,補 助詞 と分析的形 式の実 詞 との結合は二つの単 語の統辞論 的

結合 とは違 う,ど う違 うか といえぽ 「分析的形式に補助成 分を用 い ることは

…語法 的な ものに依 り……実詞の状況 に よる……反 対に補 助詞を用 い るこ

とは…… 自由な単語 の結合では実 詞の語彙 的 ・文体的状 況に依 る……この差

異 は一定 の語法条件を もつ実詞につ く第一 の型 の補助的成 分を用 い る規則性
ロ　ラ

(語法性)と 第二 の型 の補 助詞 を用い る不規則性(語 彙性)を 決定す る」。

なん らか の補 助詞が分析的形態構成 の要素か ど うかを解 明す るさい,ふ

つ うはそれ とアフ ィクスを比較す る。

次 のばあい補 助詞は アフ ィクス とともに形態 構成 の方法 とな る。

a)も しそれ が アフ ィクスの よ うに個別的に用い られ ないばあい。

b)も しそれ が 「他の言語成 分 と 結合 して 全体を 構成す る ばあいにの
(109)

み,そ れ 自身 の意味を獲得す る」 ばあい。

c)そ れが形態 構成 の方法 と して,そ の基本的(語 彙的)意 味を ともな

う単 語の補足的な形態 的意味 を表わすばあい。

これは当然 の ことであ るが,い ずれ の成 分 も形態 構成 のアフ ィクスが単

語 と合体 してい るに もかかわ らず(こ れ らのア フ ィクスを見つけ 出す ために

(108)エ ル ・ゲ ・ピナ トロ フス キ イ,単 語 の 分 析 形 式 再論(冠 詞+名 詞),一 一一((ソ

連 科 学 ア カデ ミ・…通 報,文 学 言 語 部 門 》16巻,4冊,1957,347頁 。

(109)ワ ソ ドリェ ス,言 語,86頁 。
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は単 語の構造分析が必要で ある),補 助詞が 単語 の外に 存在す る ことだけで

も,本 質的に互 いに異 なっている。

このほか,分 析的形 式の成 分は次の点 でア フ ィクス とは異な る。

a)分 析 的形式は二 つ,あ るいは若 干の成分か らで きあが ってい る。 そ

れ に よって補詞 的な助詞は他 の単 語に よって とって代 られ る とい う相対 的な

霊活性 と能力を もつ ことにな る。 アフ ィクスにつ いていえば,根 本 か ら相互

に移動 した り分け られ た り,あ るいは他 の単語に よって とって代 え られ た り

す ることはで きない。

b)補 助的 な分析的形態 では時折か っての語彙の意 味を復 活 させ ること

が で きる(た とえば 冠詞は時 と して 指示代 名詞 の意味を とる ことがあ る)。

通常サ フ ィクスは この語彙性を完全 に失 な ってお り,そ れ とともに実 詞 との
く　 　

結合 も失 なってい る。

ここに研 究 した中国語 の成分は分析的成 分 とは著 しく異な る。 それ らは

他 の単語で代替で きない し,「か っての語彙の意味」が復活 され ない」。

それが分析形式 の成分 と異 な る主 な点は,分 析形 式では補助詞が あ らゆ

る復合体の語法的な仕事 を もた らす ことで ある。 こ うして語法的意味 と語彙

的意味が分離す る。補助詞 のない基本単 語 のはた らきは名 目的であ って,補

助詞 と結合 してのみ統辞論 のはた らきをす る。

中国語では 「了」や 「被」 の よ うな成分が基本動 詞の語法的はた らきの

ある部分を うけ もつ。 しか しそれが な くて も基本動 詞は統辞論の機能 をはた

す ことがで きる。二十世紀 は じめの中国学文献には,学 者,と りわけ ロシヤ

の学者が しぼ しば西欧 の言語 との類推 か ら 「被」 を助動詞 とよんだ ことがみ
(111)

え る。

(110)エ ル ・ゲ ・ピオ トロフ ス キ イ,単 語 の分 析 形 式 再 論,347頁 。

(111)エ ヌ ・ヤ ・ピチL一 リ ソ,中 国 語 交 法,85,86頁;ぺ ・エ ス ・ポ ポ ー フ,中

国 語 研 究 概 論,63頁;ぺ ・ぺ ・シ ュ ミッ ト,官 話 文 法 試 編,333,334頁 。 王 力 教

授 も英語 と の 類 推 か ら これ を 助 動 詞 と よん で い る(王 力,中 国 語 法 理 論,176頁

を見 よ)。
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こ うい う類 推 は 正 当 で な い。 なぜ な ら西 欧 語 で は,受 動 態 で 形態 的任 務

をは た す もの は 補 助 的成 分 の 助動 詞 で あ って,基 本動 詞 で は な い か らで あ

る。

中 国語 で形 態 的 任 務 を もつ もの は,す べ てそ の成 分 と結 合 した動 詞 自身

で あ り,そ れ らの成 分 は動 詞 の 上 に積 み あ げ る こ とが で き る し,あ るい は そ

れ が な くて も よい,し か し 「被 」 は動 詞 の よ うに は いか な い。 基 本 動 詞 は変

化 す るが,「 被」 は ち っ と も変 わ らな い。

ロシヤ語 で は 助動 詞 の 《6yAy》 が 他 の動 詞 の 未 来時 の形態 を 構成 しな

が ら,そ れ 自身 に 動 詞 の しる しが あ る。 す なわ ち,基 本 動 詞 の語 尾 に で は な

く助 動 詞 《6yAy》 の 語 尾 に 人 称範 疇 の 意 味 が あ らわ され る(た とえ ぽ,《H

6yAyqmTaTb》,《TLI6ST,qe皿LqHTaTL》,《OHH6y双yTqHTaT},》)o

英 語 で は分 析 的形 式 の構成 部 分 とな る助 動 詞 は,基 本 動 詞 に一 つ の形 式

が あ る ま まで,と もか く変 化 す る。(Iamsittin9・Youaresittin9・heis

sitting,hewillbesitting等,あ るいはheiskilled,hewaskiUed,he

willbekilled.)

この よ うに して,ロ シヤ語 や英 語 の あ る一 定 の 分 析 的 に形 態 化 され た 動

詞 の語 法 的特 徴 は助 動 詞 の語 法 的特 徴 に よっ て規 定 され,基 本 動 詞 は変 化 し

ない 。 中 国 語 で は基 本 動 詞 のみ が 変1ヒ して,複 合 体 の語 法 的 特徴 は基 本 動 詞

の特 徴 に よって規 定 され る。

外 国帝 国主 叉 勢 力已 経 被 赴 走 了(「 赴 走」 とい う 基 本 動 詞 に は 完 了 を あ
ooo

らわ す サ フ ィクス 「了」 が つ い て い る)。

只有 …迭 丙 ノト院 子 …没有 被 他{門焼 這(趙 樹 理,小 二黒 結婚,125)(基 本
QO

動 詞 の 「焼」 に は サ フ ィクス の 「違 」 が つ い て い る)。

我 自己 是 被 逼 迫 着 作 那 些事 情 的(巴 金,秋,71)(基 本動 詞 の 「逼 迫」
ooo

には持続を あ らわす サ フ ィクスの 「着」がつ いている)。

以上 の ことか ら 「被」 を助動 詞 とみなす こともで きない し,分 析的形態

の成 分 とみ なす こともで きない,つ ま り 「被」 を補助詞 とみ なすべ きでは な
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いo

「被 」 を 砧 着 の ア フ ィ クス とみ な し う るか

呂叔湘 と孫徳宣 は 「了」,「這」,「着」 な どの成 分に対す る中国の学 者の

所論にかんす る論文 で最近 の統辞論的独 自性に よ り,「 それを アフ ィクスと
(112)

み とめれ ぽ,ア ブ ィクス の 規定 そ の もの を 変 えね ば な らな い」 と書 い て い

る。

しか しア フ ィクス の規 定 を変 え る必要 は な い。 この独 自性 に よ りこれ ら

の成 分 を屈 折 ア フ ィクス と よぶ こ とだ け は で きな いが,翻 着 ア フ ィクスの 部

類 に入 れ る こ とはか まわ ない か らで あ る。

も しも 「了」,「這 」,「着」 の成 分 や 「被 」 を甦 着 ア フ ィクスの 特徴 とい

う観 点 か ら 考 察す るな らば,勧 着 形 態 成 分 の 特 徴 は 「被 」 や 「了 」,「這 」,

「着」 が 特徴 づ け られ る もの と一 致 す る こ とが 容 易に わ か るだ ろ う。

酷 着 の概 念 規 定 に さい して は,次 の点 に 注 意 しなけれ ば な らな い。

(!13)

1.語 根一 語幹 と単 語の性 質を決める特徴 。語根一語 幹の特徴 は単語 と

しての機能があ り,同 時 に単語 は 語根一語幹 と しての 機能 を もつ ことであ
(114)

る。

2.単 語の形式 的成分 とよばれ る性質を きめ る特徴,こ れ はa)形 式的

(115)

成分 が内容か らも機能か らも実詞に近 いこと;b)形 式 的成分 の孤立性 と完

(112)呂 叔 湘,孫 徳宣,助 詞説略,33-39頁 。

(113)ア ・ア ・ホPド ヴ ィチ,日 本 の言語 学 の歴史 か ら,黍 占着 の理 論 と日本語 の親

族 関係 の問題,一 《ソ連科 学 ア カデ ミー,言 語文 学部門 出版 》,モ ス クワ,1941,

No.1,96頁 。

(114)周 知 の とお り,こ れ は中国語 では きわめ て広 くみ られ る。最近 まで零 形態 を

とる中国語 では,語 根一語幹 は単語 と音韻的 に一致 す るだけ だ とい う仮説があ っ

た。単語が語根一 語幹 と区別 され るのは,副 詞(ゼ ロの附加成分)と 補足 的語法

的 意味 に よってで ある。(ヴ ェ ・エ ム 。ソー ンツェ ワ,中 国語 におけ る単語 と語

根 の問題,ま た ヴェ ・エ ム ・ソー ンツェフ,現 代 中国語概論)。

(115)こ れ もまた中国語 の形 式的成分 に対 して,中 国の言語学 では きわ めてあ りふ

れ た ことであ る。
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全 な独立性;c)形 式的成分 の きび しい 分化(し たが って 酷着語におけ る

語形 は単義 であ り,多 義 の屈折 語 とは異 な る)。
フオ ー ム

3.語 根一 語幹 と単語 の形 式的成分 との間の関係 の性質を きめ る特徴;

a)単 語の形式 的成分 と実質的成 分 との間の密接 な結合にかけてい ること,

(116)

(《実 質 と形 式 は ほ とん ど常 に 外 面 的 な 方法 に よ って相 互 に 翻 着す る》);b)

サ フ ィクスの つ く 単 語 は,ま た サ フ ィクス な しで も 統 辞 論 の は た らきをす

る。 ヂ ェ・ジ ェー 二は これ に つ き書 い て い る 「イ ソ ド・ヨー ロ ッパ語 の語 根 は

孤 立 して は正 式 に存 在 しな い,そ の(語 根)は ほ とん ど常 に サ フ ィクス また

は語 尾(CKOH・laHZε,ending)を 伴 な い,あ る いは この 二 つ の成 分 を伴 な う。

しか し トル コ語 では ちが う,ト ル コ語 で は あ らゆ る語 根 が 孤 立 して い て,サ

フ ィクスか 語 尾(⑪KoHqaHvae,ending)の 助 け をか りな くて も形 態 のは た らき

く　 　

をす る…」。

以上 に あ げ た 特 徴 は す べ て 勧 着構 造 の 語根 一 語 幹 と語 尾(OKOHqaHvae・

ending)の 特 性 にか ん し概 念 をあ た え て くれ る。

酷 着 語 にか んす る労 作 で み た よ うに,魏 着 の ア フ ィクスは 一 定 の 統辞 論

的個 別 性 を もっ てい る。 この個 別 性 は次 の 点に あ らわ れ て い る。

1)ア フ ィクスは 単 語 と区別 で き るが,そ の語 法 的意 味 は独 自の意 味 を

もつ 一 連 の単 語 に よって あ らわ され る。

2)ひ とつ の ア フ ィクス は個 別 的に 各 単 語 に 一 定 の 語 法 的意 味 を あた え

る一 連 の 同種 の成 分 を 同時 に形 態 構成 で き る。 こ うい うア フ ィクスは形 式 的

に は この種 の グル ー プの 最後 の単 語 に 属す る(《 括 弧 の外 に お か れ る 》 よ う
ロゆ

で あ る)。 これ は通 常 「グル ー プ的」 と よば れ る。

(ll6)ア ・ア ・ホ ロ ドヴ ィチ,日 本 の 言 語 学 の歴 史 か ら,94頁 。

(ll7)ア ・カ ・ボ ロ フ コ フ,ト ル コ語 族 に お け る 黍占着 と屈 折,一 一 《ア カデ ミー会

員 エ リ ・ヴ ェ ・シチ ェル パ ー(1880-1944)を 記 念 して)》,レ ー ニ ソ グ ラー ド.

1951。

(118)ア ・ア ・ ホ ロ ド ヴ ィ チ,日 本 語 の 構 造 概 説,博 士 論 文(タ イ プ ラ イ タ ー),

第 一 部,レ ー ニ ソ グ ラ ー ド,1949,2-19頁;ア ・ エ ヌ ・ コ ノ ー ノ ブ,ト ル コ 語 文

法,モ ス ク ワー レ ー一一ニ ン グ ラ ー ド,1941,204頁;イ ェ ・ ア ・ ボ カ レ フ,ア ラ ビ

ヤ 語 の 統 辞 論,モ ス ク ワー一 レ ー ニ ン グ ラ ー ド,1949。

-74一



中 国 語 の 受 動 態 (119)

日本語では グル ープ的ア フ ィクスが助詞 に よって各種の最後 の名詞 と区

別 され るが,こ れ は注 目すべ き ことで あ る。 このぼ あい グル ープ的 アフ ィク

スは助詞の後に くる。 したが って最後の単語 に直接 関連す るのではな く,た

んに全体 としての グル ープに関連す るだけであ る。

ポ ーラ ソ ド語 の 黍占着成分には 特殊 な個別 性があ る。 た とえば 人称語尾

は動詞 の形態 か ら自由にはなれ て,動 詞 の前 にあ る 他の品詞 にひっつ く(1
(119)

takesmypracowatydorana,mysmytozrobihと 比 較 せ よ)。

以 上 に よっ て次 の結 論 がで て くる。

a)勧 着 語 に は ア フ ィクス が存 在 す るが,そ れ は 一 定 の 統辞 論 的個 別 性

を もつ。

b)同 種 の鮎 着 ア フ ィクス は語 法 的意 味 を つ た え る方法 とな る。 た とえ

ば,特 殊 な範 疇 の意 味(格,体,時 な どの範 疇)で あ る。

同時 に黍占着 ア フ ィクスは,そ れ らが語 法 的 意 義 を あ た え て い る語 幹 に対

して 自由で あ り,そ れ と と もに,ま た 結 合 して い る。

黍占着 語 に とっ ては語 法形 態 の概 念 は語 法形 態 に か んす る伝 統 的観 念 とは
フ オ に ム

異 な る。 しか し黍占着形態 が語法 的意味 をつた え られ るとい うことは一般にみ
フ オPム

とめ られ て い る。

以 上 に よ って み る と,十 中八 九 は 「被 」 を鮎 着 ア フ ィクス とみ な さね ば
(120)

な らない。 なぜな らそれ は黍占着 ア フ ィクスの特徴 とな る統辞論的個別性 と独

立性を もってお り(グ ル ープ的であ りなが ら語幹 に まで な り,単 語 の全 グル

(119)イ ・レコフ,ス ラヴ語 におけ る屈折構造 か らの離脱,一 《言 語学 の諸問題 》,

1956,Na2,21頁 。

(120)前 世紀 におい てす でに黍占着語 には(現 在で は中国語で もそ うだが)数 着 アフ

ィクス(魏 着 の附加成分 の分離性 とむすびつけ て)が 語法的意 味をつ たえ る方 法

になれ るか とい う問題が お こされ ていた。

「魏着 の附 加成分 に分割性 のあ ること,ま た鮎着 語に おけ る単 語 の語彙構造 は

表面上統辞論 的結 合が似 てい る こと,こ れは独立 した単語に よって語法的意味 を

あ らわす ため の方法 と してか,あ るいは一 般的 にい って単語 の語法 的形態が欠除

してい るもの と して さえ,若 干 の研 究家 には 理 解 され 解釈 され て いた」(エ ス ・
エ ム ・シチ ェル パー ク,ト ル コ語 におけ る語法的意 味 の表現方法,一 《言語学

の諸 問題》,1957,Ne.1,19頁 。
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一 プを構 成 す る) ,ま たそ の語 法 的 役割 は 用 い られ て い る 単 語 の範 疇 的意 味

をつ た え る こ とに あ るか らで あ る。(し か し 「被 」 の な い動 詞 は,黍 占着語 の

動 詞 とお な じよ うに統 辞 論 的機 能 を は たす)。

この点 で 次 の エ ヌ ・イ ・コ ソラ ッ ドに よ る資料,「 被 」 は 受 動 態 の分 離

ロ　ラ

され た プ レフ ィクスで あ る(黍 占着語 の型 の プ レフ ィクス を 考 え てい る),と

い う 「被 」 の規 定 は 注 目に 値 す る。

コ ロー トコ フは ず っ と前 に この考 え を導 き入 れ てい る。 も っ と もか れ は

「被 」 を受 動態 の プ レフ ィクス と して 率 直 に到 る所 で 語 って い るわ けで は な

く,む しろ受 動 態 の附 加成 分 と よび,第 一 にそ れ を形 態 的 方 法 に 関係 づ け,
ロ ヨ　ラ

第二 にはそ の瓢着的性質 を指摘 してい るのであ る。

類推 の方法で(サ フ ィクスの)成 分 「了」,「違」,「着」 に も同 じ資格を

あたえ うる(こ れ らは また統辞論的独 自性 と個別性 を もち,こ れ らのついて

いない動 詞 も統辞論 的機能があ る)。 わ が国の 中国学 では これ らの成 分を往
く　 ラ

々に して動 着 ア フ ィクス と よんで い る。 しか し,こ れ はす べ て い まの と ころ

で は 慎 重 に 考 慮す べ きで あ る。 「了 」,「違 」,「着 」 な どの型 の成 分(こ れ ら

は本 論 で は 特 に研 究 しな い)と の関 係 に お い て の み な らず,「 被 」 との関 係

に お い て もそ うで あ る。 む ろ ん,「 被」 を 一定 の形 態 的 方法 の範 疇 に 帰 属 さ

せ る こ とは,そ れ が動 作 の主 体 を あ らわ す 名詞 と も結 合 して い る こ とに よっ

て 困難 に な る。

同時 に他 の単 語一 他 の品 詞 と結 合 して い る(た とえ間接 的 にせ よ)こ の

くユ　の

よ うな 単 語 の 形 式 的 成 分,こ れ は 一 般 的 に い っ て 可 能 で あ ろ うか 。

(121)エ ヌ ・イ 。コ ン ラ ッ ド,中 国 語 に つ い て,一 《言 語 学 の諸 問 題 》,1952,

M.3.77頁 。

(122)エ ヌ・エ ヌ・コPt-一 トコ フ,中 国 語 に おけ る文 の 発 展 段 階 と動 詞 区 分 の方 法,

博 士 候 補 論 文,(タ イ プ ライ ター),モ ス ク ワ.1946,151頁 。

(123)同 上;イ ・ア シ ャ ー一ニ ン,中 国 語 教 科 書,第 一 巻,モ ス ク ワ.1946,14頁 。

(124)中 国 語 で こ うい う現 象 は 原 則 と して 可 能 で あ る,と くに語 法 的 に 後 の名 詞 と

む す び つ い て い る単 一 性 の ア フ ィク ス のぼ あ い に み られ る。 しか し前 の単 語 の構

成 部 分 とな る(ヴ ェ ・エ ム ・ソー ン ツ ェ ワ.現 代 中 国 語 概 論,100,101頁)。
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このほか また,文 のひ とつ の型 の範囲内で 「被 の機能だけを しらべ ると

な ると,そ の性質を規定で きない。他の型 の文 中に おけ る 「被」 の使用条件

を考察す る必要 があ る。

非 限定主語 を ともな う文 におけ る 「被」

非限定主語 の文 にあっては一定構造 の文が考 え られ る。多 くのばあい,

そ の文頭には,場 所 の意味を もつ前 置詞一後置詞構造か,あ るいは状語が置

かれ,そ れか ら動詞,そ の後に名詞が くる。

述語 となる動 詞の性質上,ま た動 詞の後 の体詞 の意味 に よ り,こ の種の

文は二つに分け られ る。

第一 の型 の文では動作 をお こす ものを示す単語,あ るいは単語 の結合が

最後 におかれ,そ の動詞は通常は 自動 詞であ る。た とえば,

我1門后羨走着Al姓 白的侠計。
o

第二 の型 の文では動作 を うけ る物を示す単語 が最後におかれ,動 詞 のほ

うはふつ う他動 詞 とみな され る。た とえぽ,

上面逐点着 令紅 点几。
oo

非限定主語 を ともな う文 は,文 の成分 に よって次の形 に分 け られ る。そ

の最初 の 単語は一連 の 研究 家に よ り場所 の状語,第 二の単語(動 詞)は 述

語,名 詞は この よ うな文では なにか限定 され ない主語 とみな され てい る。 し
(125)

た が っ て これ を非 限定(不 定 一indeterminatesubject)と よぶ。

同 じ文 を他 の原 則 で 分解 す る仕 方 もあ る。 つ ま り,文 の は じめ に あ る状

語 は主 語,そ の後 に くる動 詞 は述 語,そ の 後 に つ づ く名詞 を補 語 とみ なす の
く　　の

が それ で あ る。

(125)J・Mullie,Thestructua】principlesoftheChineselanguage,v・1,Peiping,

P・162,163;ア ・ア ・ ドラ グ ノ フ,中 国 語 の 文 の 附 属 成 分,5冊,6分 冊,一 《ソ

連 科 学 ア カ デ ミ ー一一通 報,文 学 言 語 部 門 》,484-490頁;エ ヌ 。エ ヌ ・カ ロ ー ト コ フ,

歴 史 的 統 辞 論313頁 。

(126)中 国 語 文,1952.11月 号 。
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われわ れの見 るところでは,非 限定主語を とる二つの文型 では,第 一 の

成 分は状 語,後 の名詞は主語であ る。

この よ うな文は 構造上か らも 総括的意 味か ら い って も 同種 の もので あ

る。 これ らの ものは 「ある一定の空 間場所 で行なわ れ る動作や状態が任意の
く　　り

事物 には,本 来備わ っていること」 を伝 えるのが使命で あ る。

第二型 の非限定主語の文 では 「被」 を入れ る ことがで きる。 た とえば,

在南 姑一次就被炸死了几百介老 百姓(謝 挺宇,霧 夜紫灯,作 家 出版社,
0

205)

この文 の終 りには 動作の客体が おかれ ていて,他 動 詞 に 支配 され てい

る。他動詞 の前 には 「被 」がおかれ,全 文 は前 置詞一後置詞構造の 「在南姑」

で始 まっている。 こ うい う文 では 「被」 の後に動作 の主 体 となる名詞を入れ

ることがで きる。

周知 の とお り 非限定主語 を ともな う文では,「 被」 のつ く文で も可能 な

場所 の状 語を と りさることがで きる。た とえば,

不知道是他的脚登空了,迩 是被一 峡石美絆住 了脚,我{門 猛然跣倒 了(魏

魏,誰 是最可 愛的人,人 民文学 出版社,9)

我看 着就像被他椚一刀一刀地割着我 自己的 肉(田 双,刷 作選,人 民文学

出版社,91)

この種の例 は現代 中国語では偶 然 の現象 では ない し,中 世中国語 に もあ

る。

那里又被 火焼了大軍草 料場(水 濤,11回,130頁)

被 像系了四 介猛虎(水1許,44回,517頁)

黄安把船尽 力推這 藍葦 岸辺却被 丙辺小港里鍛 出四五十 隻小船来(水 濡,

20回,233頁)

これ らの文 では他動詞 の存在が 「被」 を用い るための必須の要件 とな っ

てい る。 しか し 「被」 は このば あい どんな役割 を してい るのか。

(127)エ ヌ ・ヴ ェ ・コ ロー トコフ.中 国 語 の動 詞 文 の 主 語 規 定 の規 準,40頁 。
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上述 の よ うに 《主語一被一補語一 述語》構造 の動 詞文におけ る 「被」 の

基本 的はた らきは,主 語 のため客体の意味 を確実にす ることに あ る。 ここで

も 「被」 は このはた らきを してい るのか。

次の数 々の理 由に よ り同 じよ うな 「被」 の機能はみ とめ られ ない。

第一に,他 動詞 のあ る文では 「被」 がな くて も動 詞の後 に くる名詞 の客

体的意味 は明 らか な よ うに思われ る。 た とえば,「 被」 のつ く文 「旛上被捲

了一 介洞」 に似 てい るものに 「被」 のない第二 の型 の非限定主語 の文 「膀上

控了一 介洞」が ある。

動詞の後の体詞 の客体的意味 は 「被」 のあ るばあい とないば あい の二つ

の文に あ らわれ るよ うで ある。

こ うい う一対 の文 があ るとい うことは,「 被」をお くことがで き,ま た

お くことがで きない 同 じ文型 の 文 を 使用で きないか とい う疑 問をお こさせ

る。 したが って,こ の種 の文 中での 「被」使用は随意であ るとい うことに な
(128)

る。

ここで相異 な る二つ の型 の文 があ りうるとみ とめ られ る。つ ま り 「被」

の用 い られ る非 限定主語 のあ る文 と,「 被」 の用い られ ない 非限定主語 のあ

る文 であ る。

このほか,上 述 の二つの型 の文 の差異は 「被」 を ともな う二項 の動 詞文

と状態文 との差異 と同 じであ ると推測で きる。

状態文 に とっては主語の性質(主 体かあ るいは客体か)は 区別 で きない。

二項 の受動態文では 主語 の客体性は 明 らかであ り,そ れ 以外では あ りえな

い。主語 の客体的意味 は 「被」が ある ことに よ り形式 的に確実 とな る。

第二 の型 の非限定主語 を ともな う文において も,主 語 となってい る体詞

の性質 は区別で きない。つ ま り,こ うい う文の主語 のはた らきを同 じよ うに

してい るのが 主体 をあ らわす 名詞 で もあ り,ま た 客体をあ らわす 名詞で も

(128)「 被 」 の任 意 性 に つ い ては 本 書,47-54頁 を 見 よ。
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(129)

あ る。

「被」 のつ く文では後に くる体詞の客体性は,「 被」 の助けに よ り確実 に

され,区 別 され てい ることに よ り明 らかであ る。 したが って 「被」 のつ く文

は第二 の型 の文 とは違 っていて,し か も能動 ・受動 の面で,そ れ と対 置 され

ていない非限定主語 を ともな う文 の特殊な型 と考 える ことがで きる(二 項 の

状態文 が 「被」 を ともな う二項 の受動態文 と対置 されない よ うに)。

「被」 の 用 い られ ている 非限定主語の文は,「 非限定主語 を もつ 受動態

文」 とよぶ ことがで きるか も しれ ない。

第二 の型 の非限定主語を もつ文 と,い ま問題に してい る受動態文 との差

異 は次 の点に,す なわ ち受動文では 「被」 のない文 に とって,本 質的でない

動 詞 の客体関係が あ らわ されてい る ことにあ る。

このほか 「被」 のつ く文では語法的に主体関係 もあ らわ され る,つ ま り

何処かで何かが発 生 した ことが確認 され るのみな らず,誰 か の動作 の結果,

何かが起 った ことも強調 されてい る(動 作 の存在 の事実 とい うよりは,む し

ろそ の完成過程 を指 している)。 このぽ あい 「被」 は ど うして も必要であ り,

したが ってその使用の任 意性はみ とめ られ ない。

それゆえ 「被」 は このば あい主語 の後 の客 体的意味を語法的に確実 にす

るとい うふつ うのはた らきを してい るもの とみ とめ ることがで きる。

この よ うな文に 「被」 が ど うして もいる とい うことは,な お次の諸 点に

よって説 明 され るだ ろ う。

非 限定 主語を もつ文では基本 的に 自動詞が用い られ ることは周知 の とお

りで あ る。第二の型 の文 で用 い られ る他動詞は,多 くは 自足 的用法(補 語 の

ない用法)に な ってい る。

多 くのひ とが,こ れ らの文 中の他動 詞は通常は持続 のサ フ ィクス 「着」

がつ くとい ってい るの も偶然ではない,こ のぽ あい 「着」 は他動 詞の性質 を

(129)同 じ他動詞で もある名詞は動作の 客体 とな り,あ る名詞は 動作の 主体 とな

る。外美升起来了紅旗。東方升起一輪紅 日。

-80一



中 国 語 の 受 動 態(125)

く　 　

自動詞 の性質にかえてい るよ うにみ え る。

他動詞に 「被」 がつ くばあい,「 被」 は動詞 の及物性を な くす,つ ま り
(131)

同 じよ うに他動詞か ら及物性 を 「うばい とる」態 の形式 に用 い られ る。

しか しこれ はすべ て仮説にす ぎない。われわれ にはまだ,一 般 的に非限

定主語を もつ文 につ いて も,「 被」 が用 い られ ている 非限定主語を もつ文に

ついて も,充 分で完全 な知識が ない。 したが って,文 中におけ る 「被」 の役

割にかん して最終 的断定を くだす ことがで きないでい る。

い まにいた るもなお,こ こで分析 してい る文 で動詞 の後に くる体詞が主

語であ ることは証 明 され てい ない。

中国学 では非 限定主語を もつ受動態文 も解釈 は まちまちであ る。基本 的

には この文 のは じめに状語 あるいは場所 をあ らわす状況 の フ レーズのないば

あい論議がお こなわれ ている◎た とえば,

被 弥ゑ了四 介猛虎(水 潜,第44回,517頁)
くユヨわ ロ　 ラ

ミュー リは これ を受動態 文 とみな し,許 紹早は主体た る主語の前 に 「被」

がおかれ,動 詞の後に補語が あ る普通 の能動態文 の 「主語一述語一補 語」 の

型 とみな してい る。

被 像系了四 全猛虎 とい う型の文 は,表 面上はほん と うに能動態文 の よ う

であ る,動 詞 の後におかれた名詞は意味 の性質か らも(客 体),文 におけ る位

置か らも(他 動詞 の後に ある)直 接補語 の よ うで あ る。

これ らの文が能動態文であ る とい う理由 と して 「把」を文 中に入れ られ

る とい う事実(「 把」は直接 賓語 の附加成分 とみ なされ る),し か もこの補助

詞に よって客体を述語 の後か ら述語の前 に移せ ることを確かにあげ られ るだ

ろ う。

(130)中 国 語 教 科 書,242頁:エ ス ・ イ ェ ・ヤ ホ ン ト フ,中 国 語 の 動 詞 範 疇,441-

450頁 。

(131)ア ・エ ム ・ペ シ コ フ ス キ イ,科 学 的 に 解 明 し た ロ シ ヤ 語 シ ン タ ッ ク ス,119。

(132)J.M直11ie,Thestructuralprinciplesofthechineselanguage,v・II,§185・

(133)許 紹 早,水 濤 傭 的 被 字 句,21-34頁 。
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被像把四介猛虎ゑ了(こ の文では前 置詞 「把」に支配 され る 「四介猛虎」

とい う客体は動 詞の前 にあ る);

最可笑的是 白茄,被 姑娘椚差一 点把地吃樟(林 海雪原,339)

説 是被河里上来的滝死 鬼把魂圷芸了(馬 峰,50)

忽然被覚慧底声音把他撹抗了(巴 金,家,318)

「把」 を用 いて 客体 の位置をかえ られ るとい うことは,こ の客体が補語

で なければな らない ことを証 明 してい るかの ようであ る。 なぜ な ら 「把」 は

直接 補語 の附 加成 分であって主語の附加成 分ではない とみ なされ てい るか ら

で ある。 しか しこれ も疑義が ないわけではない,と い うのは 「把 」が中国語

では文 の一定 の成分 の(直 接補 語 の)附 加成 分であ ることが証 明されてい る

とは まだみなせ ないか らで あ る。

「把」は直接 賓語 の附加成分で あ りなが ら,文 の一定 の 成 分 とむす びつ

か ないで いる こともで きる。た とえば,東 干語 では能動態文 の補 語に 「把」
く　　 　

を用い る事実 がみ とめ られ る し,受 動態文 の主語 に も同 じ事実がみ える。

中国語の 「把」が文 の一定 の成 分 とむす びつかない とい うことはエ ヌ ・
くユ　　

ゲ ・ラニ ソス カヤ の 「把 」 の研 究 に み え る。

した が って ミュー リも 「把 」 の 性質 を次 の よ うに み て い る。 「把 」 は 限

定 され た対 格(determinateaccusative)の 附 加 成 分 で あ っ て,文 の成 分 の

附 加成 分 で は な い。 この点 で と くに 注意 を ひ くの は ミュー リが お こな った 上

述 の型 の文 の分 析 で あ る。

被 像把 四 介 猛虎 系了 とい う型 の文 で,か れ は 「把 四 介猛 虎」 を 受動 の主

語,「 被 像 」 を補 語 と して い る。

ミュー リは 同様 に被 像系 了 四 ↑ 猛 虎 とい う型 の文 も受 動 とな し,こ れ を

次 の よ うに考 察 して い る。主 体 の 「 「被 像 」 は 補 語,動 詞 「系 了」 は述 語,

(134)ア ・ア ・ ドラグ ノ ブ,東 干 語 文 法 の研 究 。 東 干語 文 法 の研 究 。 東 干 語(甘 粛

方 言)の 体 と時 の 範 疇,モ ス ク ワー レー ニ ング ラー ド,1940,56頁 。

(135)エ ヌ ・ゲ ・ラニ ソス カ ヤ.現 代 中 国 語 に お け る 「把 」 を と もな う直 接 賓 語 の

倒 置,博 士 候 補 論文(タ イ プ ライ ター),モ ス ク ワ,1953,129頁 。
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客体 「四全 猛虎」 は受動 の主語で文 の終 りにおかれてい る(公 式は 「補語一
(136)

述語一 主語」)。

許紹早は異な った見方を してお り,こ の型 の文 の公式を 「主語一述語一

補語」 として,主 体 「被弥」 を主語,客 体 「四企猛虎」 を補語 とみな してい
(137)
る。

これ らの文 の主体 と客体を しめす単語 のはた らきが各種 に解釈 され てい

る とい うことは,文 の成分(主 語や補語)を 区別す る正確 な標 準がない とい

うことで,そ れ は以上 の文ばか りでな く一般 的にいって中国語 その ものにつ

いていえ ることであ る。 ミュー リはひ とつの標準か ら出発 し,許 紹早は他 の

標準か ら出発 してい る。 ミュー リに とって中国語 の主語は動 かす ことので き

る範疇であ るが,一 定 の範 囲内で移動し,き び しく規定 された位置にあ るこ

とがで きる。許紹早 に とって主語は動かせ ない もので,そ れは文 の始 めにだ

け しかおかれない。

た とえば,こ れ らの文 で 「被」(同 じく 「把」につ いて も)の はた らき

を解 くことは,そ の中の文 の成分 を規定す る規準がないた め困難 とな る。 こ

こでは まだ単語 の位 置(位 置の規準)の はた らきも,補 助詞 のはた らきもは

っき りしない。

ふつ うの文 では 補助詞が文 の 成分を 明 らかにす るための 補助手段 とな

る。 このばあい 「被」 と 「把」 の語法的はた らき自体は未知数であ る。

も しも 「被伽 系了四↑猛虎」で 動 詞 の 後 の体詞(客 体 「四介猛虎」)が

主語であ るとすれ ぽ,「 被」は主語 のために 客体 の意味を確実にす るもの と

認 め られ よ う。

もしも動 詞 の後の体詞 「四奈猛虎」 を補語,主 体 「被像」 は主語 であ る

(138)

とすれば,「 被」は主体 の体詞を支配す る 前置詞 とみ なさねばな らない。

(136)J.Mullie,Thestructura】principlesofthechineselanguage,v.II,§186・

(137)許 紹 早.水 濤 傳 的 被 字 句,21-34頁 。

(138)許 紹 早,水 濤 傳 的 被 字 句,21-34頁 。

-83一



(128) 人 文 研 究 第36輯

わ が 国 の 中 国学 で は 「被 像系 了 四 介 猛 虎」 とい う型 の文 は 主動 的構 造

(3praTvaBHaflKOHCTpyKqZfl)(訳 注)と み な され た こ と もあ った 。 この 見解

は1946年 か ら1947年 まで モ ス ク ワ東 洋学 研 究所 に お け る中 国語 講 座 で イ ・

エ ム ・ア シ ャー ニ ンに よ り講 義 され た こ とが あ る。

周 知 の とお り主動 構 造 は 「主 動 構 造 の基 本 的 槙桿 とな る他動 詞 の特 性 に
く　　 　

よ り決定 され る主体 と客体の格 の特性に よって特徴づけ られてい る」◎

主動構 造のば あい他動 詞の特性が 決定 的だ とい うことと関連 して,「 体
く　　り

詞が格に よって 変 化 しないばあいに も 主動構 造を語 ることがで きる……」。

したが って中国語 の主動構 造を問題 にす るの も正 しい。

主動構 造で客体 をあ らわす単語は主格 の形 を と り,主 体をあ らわす単語

は行為者をあ らわす 主動格 の形 を とる。

しか し主動 理論は中国語 の文 の構造を規定す るに も,ま た文 中の どんな

単 語が主語 とな り,「 被」 が どんなはた らきをす るか を 規定す るに も役 には

たた ない。

主動構 造の理論 には主体 と客体の語法的はた らきにか ん し各種の説明が

あ る。

あ る見解に よると客体 は主語で あ り(な ぜな らそれ は主格で あるか ら),

主体は直接賓語 とみな され る(な ぜ な らそれは主動格 だか ら)。

も うひ とつ の見解 に よると,た とえそれが主動格 であ るに して も主体が
(lll)

主語であ る。

上述 の よ うに 「被弥系了四↑猛虎」 とい う型 の文にたい しては(主 動構

造にたい して も)二 つ の見方があ る。つ ま り主体あ るいは客体が主語 にな る

ことであ る。

(訳 注)他 動 詞 と 自動 詞 の主 語 が 各 種 の 格 で あ らわ され る構 文 。 コ ー カサ ス,パ ス

ク,古 ア ジ ヤ,ア メ リカ,イ ン ドそ の 他 の言 語 に み あた る。

(139)ア ・エ ス ・チ コバ ー ワ,主 動 構 造 に か ん す る若 干 の意 見,一 「主 動 構 造 」,

イ ェ ・ア ・ボ カ レフ編 モ ス ク ワ;1950,6頁 。

(140)同 上 。

(141)同 上 。

-84一



中 国 語 の 受 動 態 (129)

「被」 の語法 的はた らきを 説 明す るために,こ の二つ の原則的に異な っ

た解決法が何 の役 にたつか。

もしも 「被+主 体」が 主語 だ とすれば,「 被」は主語 の グル ープにふ く

まれ てい ると思われ る。 これはつ ま り 「被」 が このば あいは主語のはた らき

をす る 体詞にな ってい るだけだ と い うことで ある。 そ のとお りだ と 認 め よ

う。 しか しその時 には,そ のために 「その性質上受動態 の動 詞 と意味 が同 じ
く　る　　

で あるとい う動 詞の特性」がつ くられ る。 ここで主動構造 を特に と りあげ て

もよい よ うな特性 は どこにあ るのか。 こ うい うふ うに文を分析す る と,こ の

問題に こたえ ることがで きない。

もし客体 が主語 な らば,「 被」 は主体ばか りでな く動詞 も支配す る。

このばあい客体 のた め主語 のはた らきを確実 にす るもの として 「被」 の

語法的はた らきを説 明す る ことに賛成 で きるか も しれ ない(な ぜな ら 「被」

は主体の主語 のはた らきを うばい去 るか らで あ る)。

この よ うに文 を考察す ると,こ の構文 の動詞 が受動態 の動詞 とみな され

る よ うな動詞 の特性 を語 る ことがで きそ うであ る(な ぜ な らそれは客体 とお

な じ く主語 とも相関連す るか ら)。

しか しここで大事 な ことは,中 国語の主動構 造が特殊 な型 の文ではない

ことであ る,と い うのは これは ふつ うの動 詞文 で もつ くれ るか らであ る。 こ

れ と関連 して,中 国語には独 自の主動構 造が存在す るとい っては な らないだ

ろ う。

「被 像ゑ了四ノト猛虎」 とい う文 が 「四介猛 虎被 弥余了」 の 倒 置構造 であ

ることは,ち ょ うど 「四全猛 虎弥余了」 が 「伽余了四介 猛虎」 の倒 置構 造で

あ るのと同 じであ る。

第一組,第 二組 の文 で客体 の位置はそれぞれ違 うが,そ の他 の成 分はす

べ て本来 の位置そ のままで変わ らない。 したが って客体の位 置が何に よって

(142)ア ・エ ス ・チ コバ ー ワ,主 動 構 造 に か ん す る若 干 の意 見,一 「主 動 構 造 」.

イ ェ ・ア ・ボ ヤ レフ編 モ ス ク ワ,1950,7頁 。
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変わ るかを説明 しなけれ ばな らない。

もしこの仕事 が各種 の意 見を表わ さねば な らぬ とすれ ば,第 一 の文 の末

尾 にあ る客体 の 語法機能は(第 二の文 の)「 被」 の前 にあ る 客体 の語法機能

と同 じで なけれ ばな らぬ のは 自明の ことであ る。

しか しあ るいは客体 の位 置変 更が客体 の機能的関連性に影響 をあたえ る

語法的要 因に よ りお こるのか もしれ ない。

それを決定す るには専門 の研究を必要 とす る し,そ れ な しには客体 のは

た らきの問題を決定 で きない し,し たが ってまた 「被」 のはた らきの問題に

も結論をだす ことはで きない。

主題文 におけ る 「被」

いわ ゆ る主題文 は非限定主語 の文 に非常に近 い。 いまの ところまだ解決

され ていない多 くの問題 も,こ れ と関連 があ る。

われわれ は 非限定主語 を もつ 受動態文を 問題に した時,そ れが一定 の

構造(場 所の状語+被+動 詞+体 詞)に したが って構成 され ている ことをみ

た。

もしこの文で場所 の状語 の代 りに体詞が くると,主 題文 とな る。た とえ

ぽ,

徐錫麟 是被控 了心(魯 迅,64)

主題文では述語が文 の大 きな成分で ある。つ ま り全文 に よって表わ され

る。主語(主 題 とよばれ る)は 全体 的な ものを意味す るが,そ れ は成分述語

の主語 とな るあ る部分 を とお して特徴 づけ られ る。 この文 には三つの体 があ

る。

a)成 分述語 の述語 は形 容詞で,そ の文 の構造は 「名詞+名 詞+形 容詞」

で ある。た とえば,

伽胆小。

b)成 分述語の述語が 自動詞 で,そ の文 の構 造は 「名詞+名 詞+動 詞」
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で ある。た とえば,

我頭疹。

c)成 分述語 の述語が 自動 詞で,そ の全文 の構造が 「名詞+動 詞+名 詞 」

で あ る。た とえば,

他落美髪。

他那手破了皮了。

c)体 の文では動 詞が他動詞 であ るか もしれない。 しか しこのばあい,

それはいつで も自動詞の意味を とる。 これにつ いては ミュー リがす でに指摘
ロ　ラ

してい る。他動詞を この よ うに用 い られ るとい うことは,文 全体 の構造 と関

係があ る。 まず第一に主題 の主語にな ってい る名詞は決 してそ の後に くる動

詞の動作 の主体 となってい るのではない とい うことに関係があ る。

主題主語 とな る名詞 は他動詞 も入 ってい る後に くる全体 と しか関係 を も

たない。他動 詞の後 におかれ る名詞は,成 分述語の主語 とみ な され る。

他動詞 をもつ主題文 には 「被」 の入 ることが ある(単 独で,あ るいは動

作 の主体た る名詞 とともに)。

主題文:

我目迷了 眼了

「被」を ともな う主題文:

迭些 日子里(我)被 愛情迷了眼晴。

主題文 と 「被」 を ともな う文 の構造は 同 じで,「 体詞+他 動 詞+体 詞」

であ る。

「被」 を ともな う文は,最 初 の体詞が主題 主語で,そ の後に続 くものが

成分述語 とな ってい る主題文 とみな しうるだろ うか。 このばあい 「被」は成

分述語 と 結合 しているのか(つ ま りその構成部分に な ってい るだけか),そ

れ とも主題 主語 と結合 してい るのか。

もし 「被」 が主題主語 と結合 してい ると考 え るな らば,主 題文 について

(143)J.Mtillie,Thestructuralprinciplesofthechineselanguage,v.II,§186.
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語れ ない ことは明 らかで あ る(な ぜな ら 「被」は他動詞 とと もに主語 になっ

てい る体 詞 と直接むすびつい てい るか ら)。

もし 「被」 が成分述語 の構成 部分にな ってい るとすれば,そ れは文 の終

りにおかれ る名詞(客 体)と 結合す るのか,そ して また 「被」 は動 詞の後 の

体詞 のために客体 と しての意味を確 かにす るのか の決定 を迫 られ る。

動詞 の後の体詞 が どこでで も文 の独立 した成分 にな らない ことは,言 語

の資料がそれを証 明 してい る。「被」 の後に安定 した単語 の結合(「 動 詞+客

体」)で 表 わ され た述語 の くる ことがあ る。

大家被激起 了好奇 心(第 一階段 的故事,207)
ooggoo

そ の うえ動 詞の後 の体詞 は どこでで も他動 詞が影響 を及 ぼす客体を意味

す るのでは ない。た とえぽ次 の例で 「酒」 は動作 の道具 の意味を あ らわす 。

毎全人都被 罰迂酒不辻其 中被 罰次数 最多 的是枚 少苓和淑 貞(巴 金,秋,
0

64)

動詞 の後の体詞 は,主 題主語 とな る物 の動作 に よって数量範 囲をあ らわ

せ る ことが非常に多 い。 こ うい う客体は常に数 詞が計量単位 の名詞(広 い意

味で の)と 結合 した ものであ る。

然而他底心已経被 像分去 了一半(巴 金,秋,180)
oo

我椚 新工也被升除了五六十人 了(田 双,刷 作逸,253)
oooo

これ らの文で最後に くる体詞 を類推 に よ り動作 の客体の意味 を もつ動詞

の後 に くる体詞 とみ る ことはで きない。

これ は 基本 的には,文 の構造にたい して 同 じ方法 は とれ ない とい うこ
く　 ラ

と,し た が って,す べ て この型 の文 に お け る 「被 」 の はた らき をみ るば あ い

(144)客 体 が主語 に おかれ てい る物 の動作に よって と らえ られ る数 量範 囲を表 わす

文 は,補 助 詞 「把」 を伴 な って主語 におかれ た この物 を用 い うる とい う点で他 の

文 と著 し く異 な る(こ のば あい 「被」はむ ろん省か れ る)。 これ は興 味 あ ることだ。

屋脊被打 落了一角(巴 金,家,152)
一 介砲弾把 將打 落了一 角(巴 金 ,家,Is2)。 こ うい う一組 の交 が ある とい う

ことに よ り,「 被 」を ともな うものを主題文 と してでな く,「 主 語一被 一述 語一補

語」公式 に よる構造 のふ つ うの動詞文 として解剖 すべ きであ る(こ こでは動詞 の

後に あ る体 詞は数 量補語で あ る)。
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に も唯一 の方法 は とれ ない とい うことであ る。

しか し実際は主題文 も上述 のモデル どお りにつ くられ る ことを認めね ば

な らない。それ にたい しどんなばあいで も同 じ方法を とれ ない ことはい うま

で もない。

動 詞の後 に くる体詞が他動詞 の影響を うけ る客体 とな る 「被」 を ともな

う文にか ん してい えぽ,そ れは本来主題文に近 い。 この文 中の 「被」 は成 分

述語に おけ る動詞 の後に くる主語のため客体 の意味 を確実にす る とい うふつ

うの機能 を果 してい る。

誰に も明 らかな よ うに,主 題文 と非 限定主語 を もつ文の本質 と本 性にか

んす る問題には多 くの未解 決な問題 が関連 してお り,そ の解決は大 きな研究

題 目となってい る。 したが って,こ うい う文に おけ る 「被」 のはた らきにか

ん しては,特 定の文 しか述べ られていない。

疑い もな く次の点は同 じで あ る。非限定主語を もつ文 で も主題主語 を も

つ文で も,こ れ らすべ ての型 の文では 「被」は前 置詞ではない。つ ま り第一

に 「被」 は主体 とともに も,ま たそれ な しで も機 能をはたす。第二に上述 の

すべ ての文で は何かが起 った とい うことが確認 されてい るだけで な く,「被」

のおかげであ る 動作 の結果 あ る事 が 起 きた ことが 強調 され ている(す なわ

ち,こ うい う文では,動 作が存在す るとい う事実 よ りは動作 の過程 のほ うが

は っき りとあ らわれ てい る)。

以上 の各種の構 造 の文 の分析 では,ま だ文 中におけ る 「被」 の語法的は

た らきを充分論証的に 規定で きないなが らも,「 主語一被一補語一述語」 の

公式 の動詞文 の研究 ので きた資料は くつが えされ ない とい うことは きわ めて

重要で ある。(な ぜな らここで も多 くのば あい,主 語 のため客体 の意味 を確

実にす るはた らきをす る 「被」を説 明す るにた る根拠 があ るか らであ る)。

む す び

「被」 は動詞 の補 足的な 語法意味をつたえ る方法で あ り,動 詞 の特殊な
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語法範疇つ ま り態 の範疇 をつ くる方法 であ る。

「被」 の性質 の こ うい う規定は,中 国語のあ らゆ る 成分 との対比に よっ

てのみ 出て くる結論であ る。

もし 「被」 にたい し屈折語 の態 と,そ の附加成 分に提起 され た評定 と規

準 を採用すれば,「 被」にはそ の評定があわ ない ことがわか る。 と くに 「被 」

は二重性を もってい る。 つ ま りそれは動詞 の受身の意味 と同時 に,動 作 の主

体 をあ らわす名詞 との関係上前 置詞 の機能に似た ものをあ らわ してい る。

したが って中国語 の態 の範 疇は きわ めて特殊であ り,イ ソ ド ・ヨー ロッ

パ語を標準 と して対 してはいけない。

この範疇 の本質 的特徴一 動 詞の補足 的意味(被 動 の)と 主体 ・客体 関

係の規定 を表わす に よ り,い ま研究 中の現象 を特殊 な語法範疇 とよんで

よい し,言 語学 に通用す る名称を 「被」 のためにの こす ことがで きる。

しか しそれ と同時 に,こ の範疇は独 特な ものであ る。す なわ ち 「被」 を

ともな うあ らゆ る文 に(中 国語におけ る語序 の語法 的役割 とむす びつ いた構

造的要 因か ら)能 動態文が 相応す るのでは ない(「 被」 を ともな う文 のすべ

てを能動態文 にはか え られ ない)。

明 らかに,「 被」 は厳密 に ど うして も要 るとい う範疇では ない(そ れを

用い ることに よ り,い つで も 説 明が得 られ るとはい って も)。 厳密に ど うし

て も要 る範疇(「 被 」をぜ ひ用い る こと)に 欠け てい るとい うことは,と くに

「被」 を ともな う文 に 非常に近 い文 があ るとい うことに よって 説 明 され る。

た とえぽ状態文がそれで,こ れ には 「被」が用 い られず,主 語のはた らきを

す るものは動作 の客体 とな る名詞 であ る。多 くのばあい 「被」 がな くて もよ

い こと,ま た使用の任意 性は これ と関連が あ る。

受動態 の特殊な範疇 とそれ を形 態的にあ らわす 「被」 は 自 ら獲得 した範

疇で ある。中国語 では動詞 の概念がそれに基礎 をおいてい るのでは ない し,

それが もっ と普遍 的な範 疇 と して動詞を規定 してい るので はない。特殊 な範

疇は動詞 ので き上 った普遍 的範疇 の上に積みか さね られ てい る。
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ヨー ロ ッパの言語では動詞 の概念が特殊 な範疇 のぞ とでは考え られず,

その上 に基礎をお いてい る。 ところが 中国語では動詞 の形成 された範疇 の上

に積みか さね られた 「被」 と同様 にあ らゆ る形 態要素 が用 い られ る。 したが

って中国語 の特殊な語法範 疇の特徴がで て くる。

態関係面におけ るこの特徴 は 「被」 のない動詞,つ ま り 「0+動 詞」が

ただ 「被+動 詞」 の形式に対立 してい る程度に よってのみ能動態の形 式を と

るとい う点に あ らわれ てい る。 「被+動 詞」 の形 式がro+動 詞」 の形 式に

対立 してい るのは絶対的では な く,相 対 的で あ り部分的であ る。「O+動 詞」

の形 式は 「被」を ともな う形 式があ らわれ るまで は,「 能動」と 「受動 」の意

味 に用 い られ ていた。 「被」 を ともな う形 式 の出現はro+動 詞」型 の 「絶

対 的」 意味 の うちに受動 の意味 と対 立す る能動態 の意味を分断 してい る。 し

か し,あ る一定 条件においては,い まなお 動詞 の ゼ ロ形態(「 被」 な し)を

「受動 的」に用 い ることがで きる。基本的に 「被」 な しで動詞 を 「受動的に」

用い る範囲は状態文であ る。

上述のゼ ロ形態 と形態 的 しる しのついた言葉 の関係は,体 にかん して も

そ の他 の面につ いてで もみ られ る。 この点に中国語 の形態 論が イ ソ ド ・ヨー

ロッパ語の形態 論 と異 な る特殊性 のひとつがあ る。
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